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市公式ツイッター市公式フェイスブック

久喜市成人式
　１月10日㈰、市内４会場で、「久喜市成
人式」が行われました。
　当日は、色鮮やかな振り袖や真新しい
スーツ等に身を包んだ新成人1,084人が出席
しました。
　会場では、久しぶりに会った同級生と思
い出話に花を咲かせたり、お互いに写真撮
影をしたりするなど、成人になった喜びを
分かち合っていました。
（写真は菖蒲地区の成人式）

主 な 内 容
●災害に備えて
●4月１日㈮から市役所の組織の一部が変わります
●2015久喜市いきいき女性議会
●コンビニ交付が始まりました
●３月は「自殺対策強化月間」です
●授業日・休業日の変更について

広報
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……………… 6～9
…………………… 10
……………… 11

………………… 14

『広報くき』『広報くきお知らせ版』は、市内各公共施設などに置いています。
また、市ホームページ（http://www.city.kuki.lg.jp）やｉ広報紙からも、ご覧になれます。
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災
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

地
震
や
洪
水
等
に
よ
る
災
害
に
対
し
て
、
普

段
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
に
、
自
分
自
身
の
身
は
自

分
で
守
る
「
自
助
」
、
近
所
の
方
と
助
け
合

う
「
共
助
」
、
公
的
な
支
援
の
「
公
助
」
が

あ
り
ま
す
。

◆
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
電
気
、

ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま

る
場
合
や
、
道
路
の
破
損
に
よ
り
、
水
や
食

料
な
ど
、
支
援
物
資
が
手
元
に
届
く
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
非
常
持
出
品

や
備
蓄
品
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

非
常
持
出
品
、
備
蓄
品
は
左
の
ペ
ー
ジ
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用

　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
に
防
災
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。
防
災
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地
震
に
よ
る
被
害
想
定

や
大
雨
等
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
の

被
害
想
定
、
過
去
に
内な

い
す
い水
被
害
が
発
生
し
た

場
所
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
周
辺
や
近
隣
の
避
難
所
等
を
確
認
し
、

ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
、
避
難
が
必
要

な
と
き
に
ど
こ
へ
避
難
す
る
か
、
ま
た
、
避

難
ル
ー
ト
に
つ
い
て
日
ご
ろ
か
ら
家
庭
内
で

話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ポ
イ
ン
ト

・�

避
難
所
ま
で
の
道
順
を
、
事
前
に
歩
き
、

危
険
な
場
所
が
な
い
か
確
認
す
る
。
少
し

遠
回
り
で
も
広
く
て
安
全
な
道
順
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

・
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
な
ど
で
、

　

�

一
時
的
に
避
難
す
る
場
所
を
決
め
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
隣
近
所
で
話
し
合

　

い
、地
域
の
ル
ー
ル
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・�

浸
水
等
に
よ
り
、
避
難
所
ま
で
の
移
動
が

危
険
な
状
態
で
あ
る
場
合
に
は
、
自
宅
の

二
階
や
高
層
の
建
物
に
避
難
す
る
「
垂
直

避
難
」
を
行
う
な
ど
、
柔
軟
な
考
え
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

◆
家
具
の
転
倒
防
止

　

近
年
発
生
し
た
地
震
で
け
が
を
し
た
方
の

う
ち
30
～
50
％
の
人
が
家
具
類
の
転
倒
・
落

下
・
移
動
に
よ
る
も
の
で
す
。
家
具
類
の
転

　

平
成
27
年
９
月
10
日
㈭
、
台
風
18
号
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
茨

城
県
常
総
市
で
、
大
規
模
な
洪
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
市
内
各
所

で
道
路
が
冠
水
し
、
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
建
物
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
で
、
震
度
５
強
の
揺
れ
を
観
測
し
、
人
的
被
害
や
建
物
被
害
が
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
か
ら
５
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
直
後
は
、
私
た
ち
の
防
災
意
識
は
高
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
発
生
か
ら
時

間
が
経
つ
と
防
災
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

　

も
う
一
度
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

消
防
防
災
課
危
機
管
理
係
（
内
線
２
６
４
６
）

災害に備えて

出典：宮城県多賀城市

自　
　

助



広報  くき  2016（平成28年）.3❸

倒
・
落
下
・
移
動
は
、
直
接
当
た
っ
て
け
が

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
転
倒
の
原
因
や
割
れ

た
ガ
ラ
ス
を
踏
ん
だ
り
、
避
難
経
路
を
塞
い

だ
り
す
る
な
ど
の
危
険
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

ま
た
、
暖
房
器
具
な
ど
に
家
具
が
接
触

し
、
火
災
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
二
次

的
な
被
害
を
抑
え
る
た
め
に
は
家
具
類
の
転

倒
・
落
下
・
移
動
防
止
対
策
が
非
常
に
大
切

で
す
。

●
安
全
な
家
具
配
置
の
ポ
イ
ン
ト

①�

避
難
通
路
、
出
入
口
周
辺
に
転
倒
・
移
動

し
や
す
い
家
具
類
を
置
か
な
い
よ
う
に
す

る
。
ま
た
、
万
が
一
転
倒
し
て
も
ド
ア
の

　

開
閉
に
影
響
が
無
い
よ
う
な
配
置
に
す
る
。

・
避
難
通
路

・
出
入
口

②�

寝
室
に
は
転
倒
す
る
よ
う
な
家
具
を
置
か

な
い
。
や
む
を
得
ず
置
く
場
合
は
、
家
具

が
転
倒
し
て
も
下
敷
き
に
な
ら
な
い
よ
う

な
配
置
と
す
る
。

③�

窓
際
に
は
重
量
物
や
移
動
し
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

出
典
：
東
京
消
防
庁
「
家
具
類
の
転
倒
・
落

下
・
移
動
防
止
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」

◆
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
道
路
、
水
道
、

電
気
、
電
話
な
ど
の
都
市
機
能
が
麻
痺
し
、

消
防
な
ど
の
防
災
機
関
の
活
動
は
困
難
を
極

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
方
々
が
自
発

的
に
初
期
消
火
や
救
出
・
救
護
活
動
、
避
難

所
の
運
営
な
ど
を
行
っ
た
地
域
で
は
、
地
震

に
よ
る
被
害
や
混
乱
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊

家
屋
な
ど
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が

家庭の防災チェックリスト
日ごろから災害に備えることで、被害を少な
くすることができます。家庭での備えをチェッ
クしてみましょう。
□家具や家電製品などの転倒防止対策を行って
いる。
□災害用伝言ダイヤル 171、災害用伝言板など
を利用したことがある。
□食料等を３日分以上備蓄している。
□棚や家具の上から重いものが落ちてこないよ
うにしている。
□食器棚などの扉が開かないように、飛び出し
防止器具を取り付けている。
□窓ガラスや戸棚のガラスに飛散防止フィルム
を貼っている。
□玄関などの出入り口に倒れやすいものや避難
の障がいとなるものは置いていない。
□消火器を備えている。また、操作方法は知っ
ている。
□ブロック塀など地震の際に倒壊の恐れのある
ものの点検を行っている。
□自宅の耐震性を確認し、必要な場合には補強
等をしている。
□家族で非常時の連絡方法を話し合っている。
□避難場所や安全な避難経路を確認している。
□けがをしたときの応急手当の方法を知ってい
る。

非常持出品、備蓄品のチェックリスト
食料品　□３日分程度の非常食（乾パン、缶詰、レトルト食
品など）、□飲料水（１人１日３リットル、３日分程度）
貴重品　□現金（小銭も）、□預貯金通帳、□印鑑、□身分
証明書の写し、□保険証
照明・情報機器　□懐中電灯（予備電池）、□携帯電話・充
電器（電池式）、□携帯ラジオ、□筆記用具
衣類　□動きやすい服、□肌着、□スニーカー・スリッパ、
□タオル、□寝具、□ヘルメット・防災頭巾
応急医薬品　□服用中の薬・お薬手帳、□救急箱、□三角巾
食器類　□紙皿・紙コップ、□割り箸・スプーン
日用品　□ビニール袋、□ライター、□ロープ、□ラップ、
□マスク・軍手、□小型ナイフ
清潔維持用品　□ティッシュ、□ウエットティッシュ、□生
理用品、□携帯トイレ・消臭剤・凝固剤
乳幼児用品　□粉ミルク、□離乳食、□紙おむつ・おしりふき
※災害時に必要なものは、持ち出しやすい場所に置いておき
ましょう。
※風呂の水は残すなど、生活用水を確保しておきましょう。
※断水や停電に備えて、火や水を使わなくても食べられるも
のを多めに用意しておきましょう。
※高層マンションの場合は食料品などの備蓄品をより多めに
用意しておきましょう。
※車のトランクや物置の中にも非常持出品を入れておくと安
心です。

● 災害に備えて ●

共　
　

助
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● 災害に備えて ●

近
所
の
方
々
に
よ
り
救
出
さ
れ
た
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
町
内
会
や
自
治
会

の
活
動
の
一
環
と
し
て
自
主
防
災
組
織
を
設

立
し
、
活
動
す
る
こ
と
が
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
未
設
立
の
地
域

は
、自
治
会
な
ど
で
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

設
立
の
際
は
、
消
防
防
災
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う 

　

市
内
の
各
自
主
防
災
組
織
で
は
、
年
１
回

程
度
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
が
行
う
地
域
で
の
防
災
訓

練
は
、
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、

各
地
域
で
対
処
す
る
初
期
消
火
、
避
難
誘
導

な
ど
を
実
践
的
に
行
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
で
す
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
は
、
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◆
市
か
ら
の
災
害
情
報

　

大
規
模
災
害
等
の
発
生
時
に
、
市
で
は
、

次
の
方
法
で
災
害
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
防
災
行
政
無
線

　

災
害
発
生
時
に
、防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、

災
害
情
報
を
放
送
し
ま
す
。

◦
防
災
行
政
無
線
情
報
メ
ー
ル

　

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
を
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
「
久

喜
市
防
災
行
政
無
線
情
報
」
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
お
け
る
有
効
な
情
報
伝
達

手
段
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ

さ
い
。
登
録
方
法
は
、
左
の
枠
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ

　

�

ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
安
全
・
安
心

　

メ
ー
ル
、
テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ
放
送

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
、

テ
レ
ビ
埼
玉
の
デ
ー
タ
放
送
で
災
害
情
報
の

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
、

災
害
に
関
す
る
情
報
や
市
内
の
道
路
通
行
止

め
情
報
な
ど
の
情
報
を
掲
載
・
発
信
し
ま
す
。

●
エ
リ
ア
メ
ー
ル
・
緊
急
速
報
メ
ー
ル

　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
が
提
供
す
る
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
と
、
au

お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
提
供
す
る
「
緊
急

速
報
メ
ー
ル
」
を
活
用
し
、
災
害
・
避
難
情

報
の
配
信
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ル
は
、
市
内
に
い
る
だ
け
で
受
信
が

可
能
で
、
通
常
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
と

は
異
な
り
、
災
害
時
で
も
一
斉
送
信
が
可
能

で
す
。
ま
た
、
該
当
機
種
を
ご
利
用
で
あ
れ

ば
、
申
し
込
み
不
要
で
、
月
額
利
用
料
や
通

信
料
は
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、

携
帯
電
話
の
受
信
設
定
を
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
機
種
に
よ
っ
て
は
、
対
応
し
て
い

な
い
も
の
や
、
一
部
機
能
が
使
え
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
対
応
機
種
や
設
定
方
法
な
ど

は
各
携
帯
電
話
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
久
喜
市
災
害
情
報
ブ
ロ
グ（http://blogs.

　
yahoo.co.jp/shobobosai

）

　

ヤ
フ
ー
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
で
は
、
災
害

が
発
生
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

が
集
中
す
る
の
を
回
避
す
る
た
め
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
サ
イ
ト
を
作
成
し
、

同
等
の
内
容
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
平
常
時
は
市
か
ら
不
定
期
に
防
災
情

報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

◆
災
害
時
応
援
協
定

　

市
で
は
、災
害
時
の
対
応
の
た
め
に
企
業
、

団
体
、
自
治
体
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
次
の
団
体
と
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。（
平
成
28
年
２
月
１
日
現
在
）

①
平
成
27
年
４
月
20
日
、
株
式
会
社
桧
家

　

�

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
な
ら
び
に
株
式
会
社

き
の
え
ね
と
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
帰

　

�

宅
困
難
者
の
受
入
等
に
関
す
る
協
力
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
に

は
、
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②�

平
成
27
年
７
月
７
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ

リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
と
「
災
害
時
に

お
け
る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
、
避
難
所

等
で
使
用
す
る
日
用
品
や
、
現
場
作
業
用

の
資
機
材
等
の
優
先
的
な
供
給
に
つ
い
て
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

③�

平
成
27
年
11
月
19
日
、
一
般
社
団
法
人
埼

玉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
南
埼
支
部
な
ら
び
に

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
北

東
武
支
部
栗
橋
地
区
と
「
災
害
時
に
お
け

る
燃
料
供
給
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
、
避
難

所
等
で
使
用
す
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
お
よ
び
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
器
具
等
の
優
先
的
な
供
給
に
つ
い
て
、

ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
の
被
害
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
自

助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
が
重
要
で
す
。

　

ま
ず
は
自
分
や
家
族
の
身
を
守
り
、
次
に

近
所
の
方
と
連
携
し
、
災
害
の
被
害
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

防災行政無線の放送内容を
メールで配信しています

　防災行政無線の放送内容をメールで受け取りたい方
は、ぜひ登録をお願いします（登録料は無料です。た
だし、登録やメール着信時のパケット通信料・回線使
用料は自己負担となります）。
●登録方法
①�メール配信を受けたい携帯電話またはパソコンから、
　�登録用アドレス（kuki.bousai@mp
　�me.jp）へ空メールを送信してくだ
さい。ＱＲコード対応の携帯電話
の方は右のＱＲコードを読み取る
ことで送信できます。
②�空メール送信後、市から登録用返信メールが届きま
すので、メールに従い登録手続きを行ってください。

●メールが届かない方へ
　迷惑メール対策などで受信拒否設定をしている場合
や携帯電話会社の迷惑メールに関するセキュリティが
強化された場合はメールが届かない可能性があります。
設定方法は、使用されている携帯電話によって異なり
ますので、取扱説明書をご覧になるか、各携帯電話会
社へお問い合わせください。登録方法や配信内容につ
いてご不明な点は、職員にお気軽にお声掛けください。

公　
　

助

終
わ
り
に
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一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
４
月
１
日

㈮
か
ら
市
役
所
の
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
（
内
線
２
２
８
１
）

　

東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
は
、
平
成
28
年

３
月
を
も
っ
て
、
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
全

面
移
転
し
ま
す
。

　

移
転
に
あ
た
り
、
東
京
理
科
大
学
か
ら
久

喜
市
へ
、
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
の
約
４

割
部
分
と
校
舎
お
よ
び
特
別
教
室
棟
が
無
償

譲
渡
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
無
償
譲
渡
さ
れ
る

校
舎
等
に
つ
い
て
有
効
活
用
を
図
り
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
な
活
用
方
法
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
討
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
個
人
や
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

各
棟
の
概
要　

①
校
舎
棟
（
事
務
室
、
階
段

教
室
、
教
室
、
研
究
室
、
図
書
室
、
学
生

ホ
ー
ル
、
学
生
食
堂
な
ど
）　

②
特
別
教
室

棟
（
事
務
室
、
階
段
教
室
、
教
室
な
ど
）

※�

各
棟
の
図
面
等
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

募
集
内
容　

施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め

の
、
自
由
な
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

募
集
期
限　

３
月
31
日
㈭　

消
印
有
効

そ
の
他　

応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
に
関

す
る
権
利
は
市
に
帰
属
し
、
返
却
お
よ
び
採

用
の
有
無
に
関
す
る
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ア
イ
デ
ア
に
対
す
る
謝
礼
等
は
あ

り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法
・
問
合
せ　

住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電
話

番
号
・
ア
イ
デ
ア
を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
企
画
政

策
課
企
画
政
策
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
２
２
８
１
／
Ｆ

22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルkikaku@

city.
kuki.lg.jp

）
へ

日
時　

３
月
11
日
㈮　

受
け
付
け
９
時
30
分

／
９
時
45
分
～
11
時
45
分

場
所　

菖
蒲
文
化
会
館
多
目
的
室
１
～
３

内
容　

講
演
「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
と
い

う
こ
と
」

講
師　

竹た
け
う
ち内
理り

え

こ

恵
子
さ
ん
（
竹
内
助
産
院
院

長
）

対
象　

小
・
中
学
生
の
保
護
者
お
よ
び
家
庭

教
育
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

申
込
み　

不
要

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
菖
蒲

総
合
支
所
内
／
内
線
３
６
２
）

東
京
理
科
大
学
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
の
活
用
方
法

に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す

４
月
１
日
㈮
か
ら
市
役
所
の
組
織
の
一
部
が

変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
度
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

１　課の変更
部名 旧組織（課名） 新組織（課名） 形態

建設部 都市整備課 都市整備課
公園緑地課 分離・新規設置

各総合支所 建設課 ― 廃止（第二庁舎の建設部へ統合）※1
２　係の変更

課名 旧組織（係名） 新組織（係名） 形態

建設管理課 管理調査係 管理係
調査係 分離・新規設置

道路河川課 ― 道路レスキュー係
※2

新規設置

都市整備課 都市整備係 街路整備係
都市施設整備係 分離・新規設置

公園緑地課 ― 計画整備係
施設管理係 新規設置

各総合支所建設課
管理係
維持係
公園係

― 廃止（第二庁舎の建設部へ統合）※1

新組織の太字は組織変更により変更となる課または係です。
※1　各総合支所建設課の第二庁舎の建設部への統合
　各総合支所建設課で行っている、市道や公園の管理等の業務について、事務の一元化・
効率化のため、各総合支所建設課を廃止し、建設部各課への集約化を図ります。
　また、市道や公園等建設部業務に関する連絡、通報、申請等については、統合により建
設部各課の対応となりますが、各総合支所総務管理課でも受け付けし、建設部各課に取り
次ぎを行います。
※2　道路レスキュー係の新規設置
　市道に関して、緊急性を要するもので、かつ作業員が対応可能な軽微なものについて対
応するため、道路レスキュー係を新規設置します。

施設概要

施
設

構造
階数

延べ
床面積

建
築
年

校
舎
棟

鉄筋コン
クリート
造・３階
（一部２階）

11,154.
39㎡

平
成
５
年

特
別
教
室
棟

鉄筋コン
クリート
造・３階

2,331.
75㎡

平
成
９
年

※�いずれの施設も新耐震基準を
満たしています。

FAX
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【
質
問
】
要
介
護
、
介
護
支
援
を
受
け
て
い

る
方
の
現
状
は
／
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
／
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の
方
へ

の
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
で

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
４
１
２
４

人
、
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
１
１

６
６
人
で
す
。

　

「
い
き
い
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
高
齢

者
の
方
の
健
康
や
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

週
１
回
23
会
場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
午
前

中
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
体
操
を
行
い
、
給
食

を
食
べ
た
後
、
多
彩
な
活
動
や
健
康
等
に
関

す
る
講
話
を
行
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
延

べ
参
加
者
数
は
１
万
２
４
８
８
人
で
し
た
。

「
友
達
も
大
勢
で
き
て
楽
し
い
」
等
の
感
想

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、「
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
」「
緊

急
時
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
」「
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
元
気
サ
ロ
ン
補
助
事
業
」な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
の
権
利
を
保
護
す
る

体
制
を
整
え
る
た
め
、
平
成
28
年
度
に
市
民

後
見
人
養
成
講
座
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

【
質
問
】
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会
の
統
合

に
向
け
て

【
答
弁
】
市
長

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
「
青

少
年
育
成
久
喜
市
民
会
議
」「
久
喜
市
菖
蒲

2015久喜市いきいき女性議会

　

平
成
27
年
10
月
27
日
㈫
、「
２
０
１
５
久
喜
市
い
き
い
き
女
性
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
女
性
議
会
は
、
久
喜
市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
女
性
が
市

政
参
加
へ
の
意
識
を
高
め
、
女
性
の
視
点
か
ら
と
ら
え
た
意
見
や
要
望
、
提
案
な
ど
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
男
女
共
同
参
画
推
進
団
体
「
女ひ

と

と
男ひ

と

い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
久
喜
」

と
の
共
催
、
久
喜
市
議
会
の
後
援
に
よ
り
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
女
性
議
員
は
、
公
募
１
人
、
女
性
団
体
等
か
ら
の
推
薦
９
人
、
市
内
在
学
の
高
校
生

４
人
の
計
14
人
で
す
。
議
長
は
網あ

み
の野
光ひ

か
る

議
員
、
副
議
長
は
森も

り
き木
真ま

な奈
議
員
が
務
め
ま
し
た
。

　

幅
広
い
年
代
層
の
女
性
議
員
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
出
さ
れ
、
田
中
市
長
や
柿
沼
教

育
長
が
答
弁
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
質
問
と
答
弁
の
一
部
を
抜
粋
し
、
そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
会
議

録
の
全
文
は
、
人
権
推
進
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

人
権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係
（
内
線
２
３
２
２
）

奥
お く の

野桂
け い こ

子議員
（久喜市ボランティア団体
協議会）

久
く ぼ

保たち子
こ

議員
（青少年育成推進員協議会）
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地
区
青
少
年
育
成
市
民
会
議
」「
青
少
年
育

成
久
喜
栗
橋
市
民
会
議
」「
久
喜
市
鷲
宮
地

区
青
少
年
育
成
推
進
員
協
議
会
」
の
４
団
体

が
活
動
し
て
い
ま
す
。　
　

　

平
成
26
年
度
に
、
統
合
に
向
け
た
話
し
合

い
を
行
う
た
め
の
組
織
の
設
置
に
合
意
し
、

組
織
構
成
や
活
動
内
容
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
、
統
合
に
向
け
た
調
整
を

図
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
各
団
体
間

に
お
い
て
、
類
似
す
る
事
業
の
共
同
開
催
や

各
団
体
が
実
施
す
る
独
自
事
業
に
他
の
団
体

が
参
加
す
る
な
ど
、
団
体
間
の
交
流
を
深
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
や
社
会
全
体
で
青
少
年
の
健
全
育
成

を
支
え
る
活
動
は
重
要
で
す
。
継
続
し
た
活

動
が
行
え
る
よ
う
、
今
後
も
青
少
年
健
全
育

成
団
体
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
東
京
理
科
大
学
跡
地
利
用
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

東
京
理
科
大
学
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
平

成
28
年
４
月
に
全
面
移
転
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
移
転
に
あ
た
り
跡
地
の
約
４
割
部
分

と
校
舎
お
よ
び
特
別
教
室
棟
を
市
へ
無
償
譲

渡
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
大
学
跡
地
を
市
民
の
皆
様
が
集

え
る
よ
う
な
施
設
と
し
て
利
用
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
こ
の
無
償
譲
渡
の
方
針

を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
「
東
京
理
科
大

学
経
営
学
部
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
の
跡

地
に
係
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
併
せ

て
、
理
科
大
か
ら
、
市
の
教
育
行
政
の
推
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
に
対
し
て
１

億
円
を
寄
附
す
る
「
寄
附
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

譲
渡
を
受
け
る
土
地
お
よ
び
建
物
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
具
体
的
な
利
用
計
画
は
決
定

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見

等
を
お
聴
き
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
約
６
割
部
分
の
土
地
や
建
物
を
市

が
購
入
す
る
こ
と
は
相
当
の
財
政
負
担
が
見

込
ま
れ
、
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
質
問
】
久
喜
駅
西
口
駅
前
広
場
の
タ
イ
ル

の
修
繕
や
照
明
の
増
設
予
定
は
／
不
審
者
対

策
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

久
喜
駅
西
口
駅
前
広
場
の
タ
イ
ル
舗
装
面

は
、
膨
張
や
収
縮
に
よ
り
、
ひ
び
割
れ
が
生

じ
、
は
が
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際

に
は
速
や
か
に
応
急
処
置
を
行
っ
た
後
、
修

繕
に
あ
た
り
ま
す
。
一
方
、
照
明
は
、
現
時

点
で
照
明
の
増
設
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

電
球
の
交
換
や
街
路
樹
の
剪
定
を
速
や
か
に

行
い
、
広
場
の
明
る
さ
を
確
保
し
、
ま
た
、

よ
り
明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換
な
ど
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
警
察
署
、
学
校
、
地
域
、
事
業

者
の
皆
様
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
防
犯
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
の
防
犯
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
変
更
し
、
平
成
27
年
度
中

に
、
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
お
よ
び
公
立

幼
稚
園
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
「
こ
ど
も
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番
の

家
」
を
市
内
１
０
６
１
か
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
一
層
の

防
犯
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
若
者
と
市
政
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト

は
／
子
ど
も
議
会
と
女
性
議
会
の
毎
年
開
催

を
／
公
教
育
と
市
政
を
つ
な
ぐ
行
事
を

【
答
弁
】
市
長

　

子
ど
も
議
会
や
い
き
い
き
女
性
議
会
の
ほ

か
、
市
民
の
市
政
参
加
の
機
会
と
し
て
、「
市

民
懇
談
会
」「
出
前
市
長
室
」「
市
長
へ
の
提

言
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
議
会
と
女
性
議
会
は
、
学
校
の
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
等
と
の
調
整
や
女
性
の
参
画

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
た
め
、
当
面
は
１
年
お
き
の
開
催
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
答
弁
】
教
育
長

　

生
涯
学
習
研
修
大
会
「
ま
な
び
す
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
、
若
い
皆
さ
ん
が
市
政
に
触
れ
る

場
と
し
て
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

小
学
校
６
年
生
で
は
、
議
会
政
治
や
選
挙

の
意
味
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
、
全
て
の
小

学
校
が
社
会
科
見
学
で
国
会
議
事
堂
の
見
学

を
行
い
ま
す
。
中
学
校
で
は
、
社
会
に
参
画

す
る
態
度
や
自
治
的
能
力
の
育
成
を
目
指
し

生
徒
会
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
選
挙
運
動
や

立
会
演
説
会
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

【
質
問
】
鷲
宮
高
校
周
辺
の
市
道
鷲
宮
２
６

３
号
線
と
市
道
鷲
宮
５
２
６
号
線
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

「
防
犯
灯
設
置
基
準
」
に
基
づ
き
、
市
道

鷲
宮
２
６
３
号
線
に
は
13
基
、
市
道
鷲
宮
５

２
６
号
線
に
は
３
基
の
防
犯
灯
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
設
置
間
隔
は
、
設
置
基
準
に
基

づ
き
「
お
お
む
ね
30
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て

い
る
場
所
」
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
明
る
さ
が
確
保
で
き
な
い
場
所
に
つ

い
て
は
設
置
基
準
に
限
ら
ず
対
応
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
か
ら
の
通
報
や
職
員
の
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
球
切
れ
は
速
や
か
に

交
換
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
交
換
修
繕
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
は
自
動
点
滅
機
と
い
う
セ
ン
サ
ー

に
よ
り
、一
定
の
明
る
さ
や
暗
さ
を
感
知
し
、

点
灯
・
消
灯
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
が
夜
間
で
も
安
全
に
安
心
し

田
た む ら

村晶
あ き こ

子議員
（久喜オリーブの会ほか）

佐
さ と う

藤瑞
み ず き

紀議員
（県立栗橋北彩高等学校）

森
も り き

木真
ま な

奈議員
（公募）

金
か な ざ わ

澤舞
ま い

議員
（県立鷲宮高等学校）

● 2015久喜市いきいき女性議会 ●
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て
通
行
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
防
犯
灯
を
設

置
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
少
子
化
改
善
の
施
策
に
つ
い
て
／

病
児
保
育
の
ニ
ー
ズ
と
稼
働
率
は
／
市
独
自

の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長

　

市
で
は
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
や
子
ど
も

医
療
費
の
支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
な
ど
の
実

施
や
、
保
育
所
等
施
設
の
整
備
な
ど
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

「
病
児
・
病
後
児
保
育
」
は
、
10
月
１
日

か
ら
事
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
て
、
開
始
か

ら
15
日
間
で
利
用
者
１
人
、
事
前
登
録
者
63

人
で
す
。

　

市
独
自
の
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
と
し

て
、
出
産
直
後
の
母
親
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
派
遣
す
る
「
子
育
て
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
事
業
」
を
は
じ
め
、
「
子
ど
も
の
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
事
業
」「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業
」

な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
子
ど
も
や
親
子

の
遊
び
場
、
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
充
実
な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
の
声
を
伺
い
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
・
充

実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
公
民
館
の
夜
間
利
用
時
間
を
午
後

10
時
ま
で
か
ら
午
後
９
時
ま
で
に
見
直
し
し

て
は
／
時
間
短
縮
に
よ
り
使
用
料
を
安
く
す

る
こ
と
は
で
き
る
か

【
答
弁
】
教
育
長

　

公
民
館
で
は
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
合
併
協
議
の
中
で
現
在

の
利
用
時
間
を
設
定
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の

公
民
館
の
夜
間
利
用
件
数
の
う
ち
、
午
後
９

時
以
降
ま
で
利
用
さ
れ
た
件
数
の
割
り
合
い

は
、
38
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
団
体
の
皆
様
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
結
果
、
８
割
以
上
の
団
体
が
「
現

在
の
閉
館
時
間（
午
後
10
時
）が
よ
い
」
と
回

答
さ
れ
て
い
て
、
現
状
の
閉
館
時
間
で
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
夜
間
は
日

中
よ
り
利
用
時
間
の
設
定
が
長
い
た
め
、
料

金
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
実
態

調
査
を
行
う
な
ど
、
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら

利
用
時
間
帯
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
を
／
ひ

と
り
親
世
帯
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
／
東
鷲

宮
地
域
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
大
を
／

Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
地
下
道
の
改
修
を

【
答
弁
】
市
長

　

市
で
は
、
保
育
所
の
定
員
枠
の
拡
大
を
促

進
し
て
い
て
、
現
在
公
立
１
園
民
間
２
園
の

改
修
と
、
Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
東
側
へ
の
民
間
保

育
所
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
支
援
と
し
て
、
自
立

支
援
教
育
訓
練
給
付
金
や
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
を
設
け
て
い
ま
す
。
東
鷲
宮
地
域

の
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
東
鷲
宮
学
童
ク

ラ
ブ
の
施
設
整
備
を
行
い
、
定
員
を
拡
大
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
市
全
体
の
利
用
状
況
等

を
勘
案
し
、
計
画
的
に
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
北
側
の
西
大
輪
地
下
道
に

つ
い
て
は
、
照
明
機
器
の
交
換
の
時
、
よ
り

明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
の
変
更
を
検
討
し
ま

す
。
次
に
、
Ｊ
Ｒ
東
鷲
宮
駅
南
側
の
東
西
連

絡
地
下
道
に
つ
い
て
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お

よ
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
や
西
側
の
斜

路
付
階
段
の
勾
配
を
緩
く
す
る
ほ
か
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
設
置
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
久
喜
工
業
高
校
周
辺
の
市
道
久
喜

11
号
線
の
拡
幅
工
事
と
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て

【
答
弁
】
市
長

　

市
道
久
喜
11
号
線
は
、
青
毛
堀
川
の
河
川

改
修
工
事
に
併
せ
て
、
道
路
の
一
部
拡
幅
整

備
を
行
い
ま
し
た
が
、
久
喜
工
業
高
校
周
辺

は
学
校
と
住
宅
が
近
接
し
、
拡
幅
は
難
し
い

状
況
で
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
は
、
県

道
幸
手
久
喜
線
と
い
ち
ょ
う
通
り
の
交
差
点

か
ら
都
市
計
画
道
路
産
業
団
地
線
、
県
道
阿

佐
間
幸
手
線
ま
で
を
南
北
に
結
ぶ
道
路
整
備

を
進
め
て
い
て
、
市
道
久
喜
11
号
線
の
通
行

量
の
緩
和
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
10
基
設
置
し
、
交
差
点
の
路
面
誘
導
標

示
、
通
学
路
を
示
す
看
板
を
設
置
し
、
注
意

を
促
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
交
通
安
全
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
市
道
鷲
宮
10
号
線
に
信
号
機
等
の

設
置
を
／
事
故
防
止
の
啓
発
活
動
に
つ
い
て

【
答
弁
】
市
長　
　
　
　

　

市
道
鷲
宮
10
号
線
の
歩
道
は
自
転
車
通
行

可
で
あ
り
、
通
学
・
通
勤
時
間
帯
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
市
は
毎
年
、
埼
玉
県
公
安

委
員
会
に
、
当
該
箇
所
を
含
め
、
信
号
機
等

の
設
置
を
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
設
置
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
引
き
続
き
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
３
つ
の
重
点
課
題
か
ら
交
通
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
「
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
と
し
て
、
警
察
と

関
せ き

直
な お こ

子議員
（久喜市栗橋連合婦人会）

永
な が の

野佐
さ え こ

江子議員
（久喜市久喜婦人会連合会）

白
し ら い し

石榮
え い こ

子議員
（久喜市民生委員・児童委員
協議会）

石
い し づ か

塚美
み ゆ き

有紀議員
（県立久喜工業高等学校）

長
な が し ま

島一
か ず え

枝議員
（久喜市交通安全母の会）
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協
力
し
て
、
高
齢
者
自
転
車
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
「
交
差
点
の
交
通
事
故
防

止
」
と
し
て
、
交
通
指
導
員
が
安
全
通
行
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
自
転
車

の
交
通
事
故
防
止
」
と
し
て
、
啓
発
看
板
の

設
置
や
街
頭
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
は
、
各

種
団
体
が
連
携
し
て
、街
頭
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
各
種
対
策
を
継
続
的
に

講
じ
、
社
会
全
体
の
交
通
モ
ラ
ル
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
人
数

は
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
す
る
市
民
の
要
望

は
／
地
域
福
祉
の
今
後
の
課
題
は

【
答
弁
】
市
長

　

市
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
内
に
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
相
談
、派
遣
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
73
団
体
２
７
９
人
で
、
現
在

81
団
体
３
２
３
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
、
歩
道
の
段
差
改

善
・
幅
の
確
保
、
手
す
り
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
入
口
の
ス

ロ
ー
プ
化
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、
担
い

手
の
高
齢
化
、
固
定
化
、
後
継
者
不
足
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幅
広
く
人
材
を
発
掘

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
を
図
り
、

活
動
団
体
の
支
援
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
質
問
】
市
内
の
小
・
中
学
校
で
「
命
の
大

切
さ
の
授
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【
答
弁
】
教
育
長

　

栗
橋
母
子
愛
育
会
の
自
主
事
業
と
し
て
、

小
学
校
５
年
生
を
対
象
に
「
赤
ち
ゃ
ん
と
遊

ぼ
う
」
と
題
し
た
命
の
授
業
を
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
授
業
を
受
け
た
児
童
か

ら
「
当
た
り
前
の
毎
日
の
生
活
は
、
親
の
愛

情
の
支
え
に
よ
っ
て
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
を
聞
い
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
各
教
科
、
道
徳
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
「
命
の
大

切
さ
」に
気
づ
く
学
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

幼
児
と
触
れ
合
う
体
験
活
動
や
、
助
産
師
さ

ん
の
講
話
な
ど
の
授
業
を
通
し
て
、
児
童
生

徒
が
、
自
分
も
他
者
も
か
け
が
え
な
い
命
を

も
つ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

各
学
校
で
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
体
験
活
動

の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
校
長
会
等
を

通
し
て
、
栗
橋
母
子
愛
育
会
の
活
動
に
つ
い

て
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
質
問
】
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
医
療
・
福

祉
・
教
育
に
お
け
る
支
援
体
制
に
つ
い
て

【
答
弁
】
教
育
長　
　
　
　

　

特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
た
ち
に
、
必
要
に
応
じ
て
「
個
別
の
教
育

支
援
計
画
」
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
今
後
も
研
修
の
充
実
に
努
め
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

【
答
弁
】
市
長

　

市
で
は
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
を
長

期
継
続
的
に
行
う
こ
と
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
て
、
保
健
師
や
社
会
福
祉
士
等
を
中

心
に
、
そ
の
専
門
性
を
活
か
し
、
同
一
部
署

に
比
較
的
長
い
期
間
従
事
で
き
る
よ
う
、
人

員
配
置
に
努
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
専

門
職
員
の
採
用
お
よ
び
育
成
を
図
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
充
実
・
強
化
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
医
師
会
を
通
じ
て
、
障
が
い
の

あ
る
方
も
な
い
方
も
安
心
し
て
受
診
で
き
る

地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
障
が
い
者
へ

の
対
応
可
能
な
医
療
機
関
を
分
か
り
や
す
く

表
示
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

網
あ み の

野光
ひかる

議員
（県立久喜高等学校）

小
お が わ

川フミ子
こ

議員
（久喜市母子愛育連合会）

桜
さ く ら い

井直
な お み

美議員
（久喜市栗橋手をつなぐ育
成会）

▲ 2015 久喜市いきいき女性議会議場内の様子

▲田中市長による答弁

▲�柿沼教育長による
答弁

● 2015久喜市いきいき女性議会 ●
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コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た

難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請
期
限
は
３
月
31
日
㈭
ま
で

　

１
月
25
日
㈪
か
ら
住
民
票
の
写
し
等
の
各
種
証
明
書
を
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
コ
ン
ビ
ニ
）
で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
利
用
す
る
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
す
る
方
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
で
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
課
（
総
合
窓
口
）
市
民
係
（
内
線
２
６
６
２
）

対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保

育
所
・
幼
稚
園
等
保
育
施
設
に
通

所
し
て
い
る
６
か
月
以
上
の
児
童

ま
た
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
児
童
で
、
子
ど
も
が
病

気
の
状
態
（
回
復
期
も
含
む
）
で

医
療
機
関
に
よ
る
入
院
加
療
の
必

要
は
な
い
が
、
安
静
を
要
す
る
状

態
に
あ
り
、
集
団
で
の
保
育
等
が

困
難
な
場
合
。
そ
し
て
、
保
護
者

が
勤
務
な
ど
の
都
合
で
、
家
庭
で

の
保
育
が
で
き
な
い
場
合
。

場
所　

土
屋
小
児
病
院
内
病
児
保

育
室
「
つ
り
ー
は
う
す
」（
久
喜
市

久
喜
中
央
３
の
１
の
10
／
☎
22
・

８
０
２
２
）

定
員　

１
日
４
人
ま
で

期
間　

原
則
連
続
す
る
７
日
以
内

時
間　

月
曜
日
～
土
曜
日　

８
時

30
分
～
17
時
30
分

費
用　

１
日
２
０
０
０
円

※�

市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保

護
世
帯
は
無
料

対
象
と
な
る
疾
患　

①
か
ぜ
、
発

熱
、
腹
痛
な
ど
乳
幼
児
が
日
常
か

か
る
疾
患　

②
水す

い
と
う痘
、お
た
ふ
く
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
胃
腸
炎
な
ど

の
伝
染
性
疾
患　

③
喘ぜ

ん
そ
く息
等
の
慢

性
疾
患
お
よ
び
骨
折
等
の
外
傷
性

疾
患
等

※�

感
染
力
が
強
い
と
思
わ
れ
る
疾

患
等
で
、
医
師
の
判
断
に
よ
り

受
け
入
れ
困
難
な
も
の
を
除
く

利
用
手
順　

①
保
育
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
福
祉
課
で
、
３
月
22
日

㈫
以
降
に
事
前
登
録　

②
土
屋
小

児
病
院
内
病
児
保
育
室
に
利
用
予

約　

③
か
か
り
つ
け
医
を
受
診
し
、

診
療
情
報
提
供
書
を
作
成　

④

「
病
児
・
病
後
児
保
育
利
用
申
請

書
」「
診
療
情
報
提
供
書
」
等
を

病
児
保
育
室
に
提
出

※�

登
録
は
毎
年
度
必
要
で
す
。
ま

た
、
登
録
に
は
母
子
手
帳
、
印

鑑
等
が
必
要
で
す
。

※�

子
ど
も
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

事
前
に
医
師
の
診
察
も
必
要
で

す
。

※�

３
月
31
日
㈭
で
、「
ひ
ま
わ
り

保
育
園
」
で
実
施
し
て
い
る
病

後
児
保
育
事
業
は
廃
止
し
ま

す
。

問
合
せ　

保
育
課
事
業
係
（
内
線

３
３
２
３
）

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
平
成
27
年

度
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
、
埼
玉
県
知

事
発
行
の
次
の
い
ず
れ
か
の
受
給

者
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

・
指
定
難
病
医
療
受
給
者
証

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

・�

小
児
慢
性
特
定
疾
病
医
療
受
給

者
証

支
給
額　

年
額
１
万
円

必
要
な
も
の

①�

指
定
難
病
医
療
受
給
者
証
、
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
指
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
、
小
児
慢

性
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

②
預
金
通
帳（
本
人
名
義
の
も
の
）

※�
平
成
26
年
度
に
受
給
さ
れ
た
方

は
①
の
み

そ
の
他　

施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
は
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
窓
口
に
持
参

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
合
せ　

障
が
い
者
福

祉
課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３

２
４
５
／
Ｆ
23
・
０
６
９
９
）
／

各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内

線
１
４
１
／
栗
橋
・
内
線
２
３
７

／
鷲
宮
・
内
線
１
６
４
）

４
月
か
ら
、
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
の
対
象
年
齢
を

小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
し
ま
す

◆取得できる証明書・利用時間・手数料
取得できる証明書 利用できる時間 手数料

住民票の写し
（本人および同一世帯のもの）

６時30分から23時
（土・日曜日、休日
を含む）

300円

印鑑登録証明書
（印鑑登録した本人のもの）

所得証明書
課税証明書、非課税証明書
納税証明書
（個人市・県民税にかかる本人の現年度のもの）

戸籍全部・個人事項証明書
（住所・本籍がともに市内にある方のもの） ９時から17時（土曜

日、祝日を除く）

450円

戸籍の附票の写し
（住所・本籍がともに市内にある方のもの） 300円

※ 12/29 ～１/３およびメンテナンス日は利用できません。
※�戸籍全部・個人事項証明書および戸籍の附票の写しについては、出生や婚姻などの
戸籍の届け出をされた時、届け出の内容が戸籍に反映されるまで、取得できません。
※�納税証明書については、納付されてから証明書に納付額が反映されるまでには期間
を要します。お急ぎの場合は開庁時間に収納課へお問い合わせください。

利用できる店舗　全国のセブンイレブン、ローソン、サークルＫサンクス、ファミリー
マート、セイコーマート、セーブオン（各種証明書の交付に対応する端末機が未設置
の店舗を除く）

FAX
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内
閣
府
の
ま
と
め
に
よ
る
と
全
国
で
の
自

殺
者
は
、
平
成
26
年
中
で
２
万
５
４
２
７
人

と
平
成
22
年
以
降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
毎
年
多
く
の

方
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、「
死
に
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
と「
本
当
は
死
に
た
く
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
と
の
間
で
揺
れ
動
き
、
何
ら

か
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

家
族
や
職
場
の
同
僚
な
ど
身
近
な
人
は
、

何
ら
か
の
サ
イ
ン
に
早
く
気
付
く
こ
と
の
で

き
る
大
切
な
存
在
で
す
。
い
つ
も
と
様
子
が

違
う
、
元
気
が
な
い
な
ど
の
サ
イ
ン
に
気
付

い
た
ら
、
次
の
こ
と
を
基
本
に
行
動
し
て
く

だ
さ
い
。

①
声
を
掛
け
る

　

家
族
や
友
人
、
同
僚
の
様
子
が
い
つ
も
と

違
う
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
話
す
き
っ
か
け

を
作
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

② 

傾け
い
ち
ょ
う聴
（
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を

傾
け
る
）

　

サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
、
慌
て
ず
に
じ
っ

く
り
と
話
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
。
正
し
い
か

ど
う
か
を
判
断
し
た
り
、
安
易
に
励
ま
し
た

り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③ 

つ
な
ぐ
（
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
促
す
）

　

自
分
だ
け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
医
療

機
関
や
公
的
相
談
機
関
等
の
専
門
家
へ
の
相

談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

④ 

見
守
る
（
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
じ
っ

く
り
見
守
る
）

　

専
門
家
に
つ
な
げ
た
後
も

必
要
が
あ
れ
ば
相
談
に
乗
り
、

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見

守
り
ま
し
ょ
う
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

　

﹃
最
近
、
眠
れ
な
い
、
い
つ
も
イ
ラ
イ
ラ

す
る
…
。
﹄
そ
ん
な
心
の
ス
ト
レ
ス
度
や
落

ち
込
み
度
が
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で
簡
単

に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携
帯
電

話
等
で
次
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

https://fi�shbow
lindex.jp/kuki/

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
の
携
帯

電
話
等
を
お
持
ち
の
方
は
下

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

こ
と
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
体
温
計
に
は
、
次
の
５
つ
の

モ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

◆
本
人
モ
ー
ド

　

ご
自
身
の
ス
ト
レ
ス
度
・
落
ち
込
み
度
が

分
か
り
ま
す
。

◆
家
族
モ
ー
ド

　

大
切
な
方
の
心
の
健
康
状
態
を
家
族
や
身

近
に
い
る
方
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

◆
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ
ー
ド

　

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
の
心
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

◆
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
モ
ー
ド

　

飲
酒
が
心
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て

い
る
か
分
か
り
ま
す
。

◆
ス
ト
レ
ス
対
処
タ
イ
プ
テ
ス
ト

　

あ
な
た
の
ス
ト
レ
ス
解
消
は
ど
の
タ
イ
プ

か
が
分
か
り
ま
す
。

３
月
は「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」で
す

〜
あ
な
た
の
気
づ
き
が
支
援
に
つ
な
が
り
ま
す
〜

　

春
は
、
１
年
の
中
で
も
自
殺
者
が
多
い
季
節
で
す
。
進
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
、
環
境

の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
影
響
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

尊
い
命
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
と
し
て
自
分
や

家
族
の
大
切
な
「
い
の
ち
」
を
、
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
）

自
殺
の
現
状

様
子
が
い
つ
も
と
違
う

と
感
じ
た
ら

ス
ト
レ
ス
度
・
落
ち

込
み
度
を
チ
ェ
ッ
ク

「
暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
総
合
相
談
会
」

　

生
活
全
般
か
ら
こ
こ
ろ
の
相
談
ま
で
、

弁
護
士
や
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
家
が
対

応
し
ま
す
。

日
時　

３
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭
・
17
日
㈭

受
け
付
け
14
時
30
分
／
相
談
15
時
～
19
時

場
所　
Ｊジ

ャ

ッ

ク

Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮
５
階
集
会
室
（
大

宮
駅
西
口
徒
歩
１
分
／
さ
い
た
ま
市
大
宮

区
錦
町
６
８
２
の
２
）

費
用　

無
料

事
前
予
約
・
問
合
せ　

「
暮
ら
し
と
こ
こ

ろ
の
総
合
相
談
会
」事
務
局　

☎
０
４
８
・

７
８
２
・
４
６
７
５
［
月
～
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
10
時
～
17
時
］

※
事
前
に
確
認
お
よ
び
予
約
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

♥
♥

本人モード結果画面（例）

　
　

₂₄
時
間
の
電
話
相
談

　
　

埼
玉
い
の
ち
の
電
話

　
　

☎
０
４
８
・
６
４
５
・
４
３
４
３

▲QRコード



広報  くき  2016（平成28年）.3 �

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
附
金

と
市
の
財
源
を
合
わ
せ
て
「
市
民
活
動
推
進

基
金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
基
金
を
活

用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
に
財
政
的

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
活
動
推
進
基

金
へ
の
寄
附
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
附
の
方
法

①
窓
口
で
の
寄
附

　

市
役
所
３
階
自
治
振
興
課
、
各
総
合
支
所

市
民
課

※�

寄
附
の
際
は
、「
市
民
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」

と
し
て
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
募
金
箱
で
の
寄
附

　

市
内
の
商
店
や
公
共
施
設
な
ど
に
募
金
箱

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

③
不
要
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
と
協
力
し
、
不
要
入
れ
歯
の
回
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
れ
歯
の
金
属
部
分
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
て
得
ら
れ
た
収
益
が
、
市
民
活
動
推

進
基
金
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
附
さ
れ

ま
す
。

不
要
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
施
設

　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
、各
総
合
支
所
１
階
、

中
央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
各

公
民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
栗
橋
文
化
会
館
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜
、
菖
蒲
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
鷲
宮
福

祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係

（
内
線
２
６
２
５
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１

７
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

補
助
対
象
団
体

　

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る

団
体
（
営
利
企
業
、
宗
教
、
政
治
上
の
目
的

を
有
す
る
団
体
は
除
く
）

①
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

②
５
人
以
上
で
構
成
し
て
い
る

③�

団
体
の
設
立
目
的
、
組
織
、
代
表
者
等
に

関
す
る
定
め
が
あ
る

④�

本
補
助
金
事
業
の
募
集
説
明
会
に
出
席
し

て
い
る

※�

こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
団
体
の
場
合
、

①
か
ら
③
ま
で
は
予
定
で
も
可
。
④
の
説

明
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
問
い
合

わ
せ
先
で
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
事
業

　

公
共
的
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
、
主

に
市
内
で
行
わ
れ
る
事
業
、
ま
た
は
主
に
市

民
を
対
象
と
し
て
行
う
事
業

※�

特
定
の
地
区
・
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し

た
事
業
、
国
や
県
等
か
ら
補
助
金
の
交
付

を
受
け
る
事
業
は
、
対
象
外
で
す
。

補
助
対
象
経
費

　

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接
必
要
と
す

る
経
費

※�

団
体
の
維
持
・
運
営
に
要
す
る
経
費
は
対

象
外
で
す
。

補
助
区
分
お
よ
び
補
助
金
額

今
後
の
予
定

◆
募
集
説
明
会

日
時　

３
月
19
日
㈯　

９
時
15
分

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

※�

10
時
40
分
か
ら
平
成
27
年
度
補
助
事
業
の

実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
申
請
書
の
受
け
付
け

日
程　

３
月
22
日
㈫
～
４
月
１
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
８
時
30
分
～
12
時
／
13

時
～
17
時
15
分

提
出
先　

自
治
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
課

◆
公
開
審
査
会

日
時　

４
月
23
日
㈯　

９
時
15
分

※�

時
間
等
の
詳
細
は
応
募
団
体
へ
通
知
し
、

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

場
所　

鷲
宮
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
お
お
と
り
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー

補
助
金
の
手
引
き
の
配
布
施
設

　

詳
し
く
は
、
次
の
場
所
で
配
布
す
る
補
助

金
の
手
引
き
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
治
振
興
課
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
中

央
・
東
・
西
・
森
下
・
栗
橋
・
鷲
宮
の
各

公
民
館
、
栗
橋
・
鷲
宮
東
・
鷲
宮
西
の
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
久
喜
総
合
・
菖

蒲
・
栗
橋
の
各
文
化
会
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
久
喜

平
成
28
年
度
久
喜
市
市
民
活
動
推
進

補
助
金
事
業
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
活
動
推
進
基
金
と
福
祉
基
金
を
財
源
と
し
た
市
民
活
動
推
進
補
助
金
事

業
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
市
民
活
動
を
始
め
た
い
、
ま
た
は
、
新
た
な
事
業
展
開
を

図
り
た
い
と
い
う
団
体
は
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
治
振
興
課
市
民
活
動
推
進
係
（
内
線
２
６
２
５
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
１
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
３
２
）

補助区分 初期的補助 発展的補助

対象事業

これから活動を始め
る、または始めたば
かりの団体が、その
活動を軌道にのせる
ための事業

すでに活動を行って
いる団体が、これま
で行ってきた活動の
充実を図る事業、ま
たは新たに展開する
事業

団体の
条件

国または地方公共団
体等から補助を受け
たことのない団体

―

補助率 10分の10以内 ４分の３以内

補助
限度額 ５万円 10万円

市
民
活
動
推
進
基
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い▲�不要入れ歯回

収ボックス
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　久喜市ファミリー・サポート・センター（以下ファミサポ）は、子育てのお手伝いが必要な方とお手伝いしたい方が
会員となり、有償で子育て援助活動を行う事業です。仕事をしながらの子育てやリフレッシュ、または子どもの同伴
が難しい外出時や出産時などの子どもに関するサポートを「地域の力」で助け合う取り組みを応援しています。
場所　ふれあいセンター久喜１階（青毛753の１）　開所時間　月～金曜日　９時～ 17時　※土・日曜日、祝日は除く
問合せ　ファミサポ代表本部　☎29−1900／　�29−1935／Ｅメール�kuki-famisapo@aurora.ocn.ne.jp

＝ファミサポの活動内容＝
・保育施設や習い事の送り迎え
・保育施設の時間外や学校の放課後の預かり
・兄弟の学校行事のときの預かり
・保護者の病気や冠婚葬祭のときの預かり
・出産時の子どもに関するサポート
・保護者の外出やリフレッシュのための預かり

久喜市ファミリー・サポート・センター
「地域の力」で子育てを応援しよう！

＝援助活動までの流れ＝
◦会員登録
→入会説明・講習（２時間程度）を受けた後に登録となります。
◦援助の申込み
◦事前打ち合わせ
→�アドバイザー同席のもと、協力会員とお子さんが顔合わせを
します。また、援助内容や送迎方法を確認します。
◦援助活動
→お子さんを預かる場所は、基本的に協力会員の自宅です。
◦報酬の支払い・センターへ報告
→活動は有償ボランティアです。報酬を支払います。

＝報酬（30分あたり）＝

援助活動 １人 ２人
（兄弟姉妹）

３人
（兄弟姉妹）

月～金曜日　７時～19時 3 5 0 円 5 2 5 円 7 0 0 円

上記以外の時間帯および
土・日曜日、祝日 4 5 0 円 6 7 5 円 9 0 0 円

　「頼れる人が近くにいない」、「初めての子育ては不安」という
方、身近な地域に頼れる方がいると安心です。利用するには、事前
に会員登録が必要です。「いざ」というときのために、早めの登録
をお勧めします。入会説明会・講習会の詳しい日程・内容は、セン
ターへお問い合わせください。

ファミサポ
（アドバイザー）
依頼会員から依頼され
た条件に合った協力会
員を調整し、依頼会員
に紹介

依頼会員

市内在住または在勤で、
生後６か月～小学６年
生までのお子さんがい
る方

協力会員

市内在住で子どもの
好きな方
または、地域の中で
育児の援助活動がで
きる方

FAX

お手伝いが
必要な方（ ） （ ）お手伝い

したい方

久喜市ファミリー・サポート・センター会員入会説明会
　入会希望者向けの説明会を定期的に開催していますので、興
味のある方はお気軽にご参加ください。

日時 場所
３月11日㈮ 10時～12時 菖蒲総合支所第５集会室
３月17日㈭ 10時～12時 ファミサポ鷲宮多目的室
３月24日㈭ 10時～12時 栗橋コミュニティセンター（くぷる）
４月５日㈫ 10時～12時 ふれあいセンター久喜
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授
業
日
・
休
業
日
の
変
更
に
つ
い
て

久
喜
市
社
会
教
育
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夏
季

に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
充
実
し

た
学
習
が
行
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
６
月
中
の
稼
働
を
目
途
に
、

市
内
の
小
・
中
学
校
の
教
室
に
空

調
設
備
を
整
備
す
る
準
備
を
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
教
育
委
員
会
と
校
長

会
で
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
夏
季

休
業
日
を
４
日
間
短
縮
し
て
、
８

月
28
日
か
ら
、
第
２
学
期
を
開
始

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
よ
り
導
入

し
た
冬
季
休
業
日
の
短
縮
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
取
り
止

め
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

指
導
課
（
菖
蒲
総
合
支

所
内
／
内
線
３
４
１
）

内
容　

社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計

画
の
立
案
や
教
育
委
員
会
か
ら
の

諮
問
に
応
じ
意
見
を
述
べ
る

応
募
資
格　

平
成
28
年
６
月
１
日

現
在
で
、
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

募
集
人
数　

６
人

委
員
の
任
期　

６
月
か
ら
２
年
間

会
議
開
催
の
予
定　

年
３
回
程
度

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　

３
月
24
日
㈭　

消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　

申
込
書（
生

涯
学
習
課
ま
た
は
各
教
育
分
室
窓

口
で
配
布
。
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必

要
事
項
（
氏ふ

り
が
な名
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
・
活
動
経
験
）
を

明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
係
（
〒
３
４
６

－

０
１
９
２　

所
在
地
記
入
不
要
／

菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
６
３

／
Ｆ
85
・
１
７
８
８
／
Ｅ
メ
ー
ル

shogaigakushu@
city.kuki.

lg.jp

）
へ

選
考
お
よ
び
結
果　

公
募
選
考
委

員
会
で
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果

は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
・
食
育
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
（
連
載
第
４
回
）　

　

平
成
27
年
12
月
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、
各
部
門
の
入
賞
者
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
第
４
回
は
中
学
生
の
部
で
す
。

問
合
せ　

健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
）

○
中
学
生
の
部

金
賞　

久
喜
東
中
学
校　

１
年　

山や
ま
だ田　

結ゆ
う
な菜
さ
ん

金
賞　

太
東
中
学
校　
　

２
年　

吉よ
し
は
ら原　

彩あ
や
め萌
さ
ん

金
賞　

菖
蒲
中
学
校　
　

３
年　

水み
ず
し
ま島　

菜な

お穂
さ
ん

金
賞　

栗
橋
東
中
学
校　

２
年　

菊き
く
ち地　

美み

き希
さ
ん

金
賞　

鷲
宮
中
学
校　
　

１
年　

大お
お
き木　

夏な
つ
な菜
さ
ん

銀
賞　

久
喜
東
中
学
校　

１
年　

神か
み
や
ま山　

彩あ

い以
さ
ん

銀
賞　

太
東
中
学
校　
　

２
年　

小こ

も

り

や

森
谷　

杏き
ょ
う
か果
さ
ん

銀
賞　

太
東
中
学
校　
　

２
年　

曽そ

が

お

我
尾　

梨り

の乃
さ
ん

銀
賞　

菖
蒲
南
中
学
校　

３
年　

新し
ん
ざ
と里　

綾あ

や彩
さ
ん

銀
賞　

菖
蒲
南
中
学
校　

３
年　

長は

せ

が

わ

谷
川　

祐ゆ
う
な菜
さ
ん

人権擁護委員に委嘱されました
　次の方が、１月１日付けで、法務大臣から
委嘱されました。

　人権擁護委員は市民の中から市長が推薦
し、議会の議決を経て法務大臣が委嘱する民
間のボランティアで、人権相談や人権尊重の
ための啓発活動などを行っています。
　法務局久喜支局のほか、久喜市でも人権相
談・女性相談を行っていますので、お困りの
方は、気軽にご相談ください。詳しくは、25
ページの無料相談をご覧ください。

FAX

区　　分 平成28年度から 平成27年度
第１学期 ４月１日～８月27日 ４月１日～８月31日
第２学期 ８月28日～12月31日 ９月１日～12月31日
第３学期 １月１日～３月31日 １月１日～３月31日
春季
休業日 ４月１日～４月７日 ４月１日～４月７日
夏季
休業日 ７月21日～８月27日 ７月21日～８月31日
冬季
休業日 12月25日～翌年１月７日 12月26日～翌年１月６日
学年末
休業日 ３月27日～３月31日 ３月27日～３月31日

坂
さ か た

田　幸
ゆ き え

江さん
（新任）

池
い け だ

田　岩
い わ お

夫さん
（新任）
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
、
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
、
軽
自
動
車
、

二
輪
の
小
型
自
動
車
の
車
両
所
有

者
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

他
人
に
譲
り
渡
し
た
、
ま
た
は

業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
、

住
所
地
や
所
有
者
の
氏
名
が
変
わ
っ

た
な
ど
の
場
合
は
、
手
続
き
が
必

要
で
す
。
４
月
１
日
ま
で
に
手
続

き
を
し
て
い
な
い
と
、
引
き
続
き

所
有
し
て
い
る
も
の
と
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き

や
問
い
合
わ
せ
の
窓
口
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

原
動
機
付
自
転
車
（
１

２
５
cc
以
下
）
／
小
型
特
殊
自
動

車
（
農
耕
車
を
含
む
）
…
市
民
税

課
諸
税
係
（
内
線
２
６
８
７
）
／

各
総
合
支
所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内

線
１
３
０
／
栗
橋
・
内
線
２
２
１

／
鷲
宮
・
内
線
１
４
４
）　

二
輪

の
軽
自
動
車
（
１
２
５
cc
超
２
５

０
cc
以
下
）
／
二
輪
の
小
型
自
動

車
（
２
５
０
cc
超
）
…
春
日
部
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所　

☎
０
５

０
・
５
５
４
０
・
２
０
２
８　

四

輪
の
軽
自
動
車
…
軽
自
動
車
検
査

協
会
埼
玉
事
務
所
春
日
部
支
所

☎
０
５
０
・
３
８
１
６
・
３
１
１
３

平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す

小
型
特
殊
自
動
車
の
申
告
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
の

登
録
内
容
変
更
（
名
義
・
住
所
等
）
や

廃
車
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か　
　

　

軽
自
動
車
税
は
、
原
則
と
し
て

４
月
１
日
現
在
の
軽
自
動
車
等
の

所
有
者
に
そ
の
年
度
分
が
全
額
課

税
さ
れ
ま
す
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
軽
自
動
車

税
の
税
率
が
改
正
さ
れ
、
原
動
機

付
自
転
車
お
よ
び
二
輪
車
等
は
、

表
１
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
四
輪
以
上
お
よ
び
三
輪

の
軽
自
動
車
は
、
新
規
登
録
日
に

よ
り
、
表
２
の
①
②
③
の
い
ず
れ

か
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※�

①
②
は
新
規
登
録
後
13
年
を
経

過
す
る
ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
の
間
に
新
規
登
録

し
た
四
輪
以
上
お
よ
び
三
輪
の
車

両
（
新
車
）
で
、
排
出
ガ
ス
性
能

お
よ
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境

負
荷
の
小
さ
い
車
両
に
つ
い
て
は
、

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
と
し

て
、
平
成
28
年
度
分
の
軽
自
動
車

税
に
限
り
、
表
３
の
税
率
が
適
用

さ
れ
ま
す
。
な
お
、こ
の
特
例
は
、

平
成
28
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ

り
、
１
年
間
の
延
長
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
税
課
諸
税
係
（
内

線
２
６
８
７
）

　

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る

フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
や
、
最
高
時

速
35�

km
未
満
で
乗
用
装
置
の
あ
る

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン

な
ど
の
車
両
の
所
有
者
は
、
軽
自

動
車
税
の
申
告
を
し
て
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
新
た
に
買
い
替
え
た

場
合
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

付
け
替
え
る
の
で
は
な
く
、
旧
自

動
車
の
廃
車
申
告
を
行
い
、
新
た

に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

公
道
を
走
行
し
な
い
（
工
場
や

田
畑
の
み
の
使
用
）
車
両
で
も
課

税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
る
小
型
特
殊
自
動

車
は
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ

る
償
却
資
産
の
対
象
外
で
す
。

問
合
せ　

市
民
税
課
諸
税
係
（
内

線
２
６
８
７
）
／
各
総
合
支
所
税

務
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
３
０
／
栗

橋
・
内
線
２
２
１
／
鷲
宮
・
内
線

１
４
４
）

表1　原動機付自転車および二輪車等の税率
車種区分 現行税率 新税率

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

二輪の軽自動車 125cc超250cc以下 2,400円 3,600円
二輪の小型自動車 250cc超 4,000円 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用 1,600円 2,400円
その他（フォークリフトなど） 4,700円 5,900円

表２　四輪以上および三輪の軽自動車の税率

車種区分

税率
①�平成27年３
月31日まで
　に新規登録 
（現行税率）

②�平成27年４
月１日以後
に新規登録

③�新規登録か
ら13年経過

四輪
以上

乗用 自家用 7,200円 10,800円 12,900円
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

貨物用 自家用 4,000円 5,000円 6,000円
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円
※中古車を購入された場合も、その車両が新規登録された日が基準となります。

表３　軽自動車税のグリーン化特例（軽課）

車種区分 税率
（ア） （イ） （ウ）

四輪
以上

乗用 自家用 2,700円 5,400円 8,100円
営業用 1,800円 3,500円 5,200円

貨物用 自家用 1,300円 2,500円 3,800円
営業用 1,000円 1,900円 2,900円

三輪 1,000円 2,000円 3,000円
（ア）電気自動車・天然ガス軽自動車（平成21年排出ガス10％低減）
（イ）�乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準

＋20％達成車、貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平
成27年度燃費基準＋35％達成車

（ウ）�乗用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成32年度燃費基準
達成車、貨物用：平成17年排出ガス基準75％低減達成（★★★★）かつ平成27年
度燃費基準＋15％達成車

※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。
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し
み
ん
農
園
で
は
、
平
成
28
年

度
の
新
規
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

区
画
面
積
・
年
間
使
用
料

○
し
み
ん
農
園
久
喜

区
画
面
積

年
間
使
用
料

６
㎡

　

２
４
０
０
円

9
㎡

　

３
６
０
０
円

10
㎡

４
０
０
０
円

30
㎡

１
万
２
０
０
０
円

50
㎡

２
万
円

○
し
み
ん
農
園
菖
蒲

・
市
内
在
住
者

区
画
面
積

年
間
使
用
料

22
・
5
㎡

　

７
５
０
０
円

50
㎡

１
万
７
０
０
０
円

90
㎡

３
万
１
０
０
０
円

・
市
外
在
住
者

区
画
面
積

年
間
使
用
料

22
・
5
㎡

９
０
０
０
円

50
㎡

２
万
円

90
㎡

３
万
６
０
０
０
円

○
し
み
ん
農
園
栗
橋

区
画
面
積

年
間
使
用
料

20
㎡

　

２
４
０
０
円

30
㎡

３
６
０
０
円

50
㎡

６
０
０
０
円

○
し
み
ん
農
園
鷲
宮

区
画
面
積

年
間
使
用
料

30
㎡

１
万
２
０
０
０
円

利
用
期
間　

４
月
１
日
㈮
～
平
成

29
年
３
月
31
日
㈮

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈭
～
17
日

㈭
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
９
時
～

17
時

※�

継
続
利
用
は
原
則
５
年
ま
で
で

す
。
ま
た
、
応
募
の
状
況
に
よ

り
抽
選
（
後
日
文
書
で
通
知
）

を
行
い
ま
す
。

※�

空
き
区
画
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

し
み
ん
農
園
久
喜　

農
業
振
興
課

農
業
振
興
係
（
内
線
２
８
６
２
）

し
み
ん
農
園
菖
蒲　

菖
蒲
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
１
８
）

し
み
ん
農
園
栗
橋　

栗
橋
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
４
６
）

し
み
ん
農
園
鷲
宮　

鷲
宮
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
内
線
２
２
３
）

し
み
ん
農
園
の
新
規
利
用
者
募
集

第
８
回
街
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

　

満
開
の
桜
を
見
な
が
ら
コ
ー
ラ

ス
と
ア
メ
リ
カ
ン
モ
ダ
ン
フ
ォ
ー

ク
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
６
日
㈬　

12
時
30
分
～

13
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
玄
関
前
広
場

※
雨
天
の
場
合
、
１
階
ロ
ビ
ー

出
演
団
体　

コ
ー
ラ
ス
Ｇ
ー
ク
レ

フ
、
Ｐ
Ｐ
＆
Ｍ
♪
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｓ

主
催　

久
喜
市
教
育
委
員
会

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

６
９
）

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の

40
年
間
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
す
。
加
入
者
（
被
保
険
者
）
は
、

職
業
な
ど
に
よ
り
次
の
３
種
類
に

分
か
れ
ま
す
。

①�

第
１
号
被
保
険
者
（
農
業
、
自

営
業
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
）

②�

第
２
号
被
保
険
者
（
会
社
員
や

公
務
員
等
）

③�

第
３
号
被
保
険
者
（
会
社
員
等

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

　

就
職
、
退
職
、
結
婚
等
に
よ
り

加
入
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は
、

年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
の
際
は
、
年
金
手
帳
や
証
明

書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

学
生
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
に
は
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
方
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
に
も
、
保
険
料
全
額
の
納
付

を
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

学
生
納
付
特
例
や
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い
た

期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
将
来
の
年
金
額
を

確
保
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
学
生
納
付
特
例
や
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
を
受
け
た
年

度
か
ら
数
え
て
10
年
間
は
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

第
１
号
被
保
険
者
で
学
生
納
付

特
例
を
申
請
す
る
場
合
は
、
学

生
証
が
必
要
で
す
。

※�

制
度
の
内
容
や
手
続
き
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

春
日
部
年
金
事
務
所

☎
０
４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
２

／
市
民
課
（
総
合
窓
口
）
市
民
係

（
内
線
２
６
６
３
）
／
各
総
合
支

所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１

／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・

内
線
１
２
６
）

年
金
コ
ラ
ム

就
職
、退
職
、結
婚
し
た
と
き
は

年
金
の
届
け
出
が
必
要
で
す

学
生
納
付
特
例
制
度
・

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

こ
ん
な
と
き

手
続
き

手
続
き
に
必
要
な
も
の

届
け
出
先

20
歳
に
な
っ
た
と
き

国
民
年
金
加
入
手
続
き

〔
第
２
号
被
保
険
者
（
厚

生
年
金
等
）
加
入
中
の
方

は
除
く
〕

年
金
事
務
所
か
ら
送
ら

れ
て
い
る
案
内
書

・�

第
１
号
被
保
険
者
は
市
民

課
（
総
合
窓
口
）
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
課

・�

第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶

者
の
勤
務
先

会
社
等
に
就
職
し
た
と
き

第
２
号
被
保
険
者
（
厚
生

年
金
等
）
加
入
の
手
続
き

勤
務
先
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

勤
務
先

会
社
等
を
退
職
し
た
と
き

国
民
年
金
（
第
１
号
被
保

険
者
）
加
入
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
退
職
日
の

分
か
る
証
明
書
（
離
職

票
等
）

市
民
課
（
総
合
窓
口
）
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
課

配
偶
者（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
扶
養
に
入
っ
た
と
き

第
３
号
被
保
険
者
へ
種
別

変
更
の
手
続
き

配
偶
者
の
勤
務
先
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い

配
偶
者
の
勤
務
先

配
偶
者（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
第
３
号
被
保
険
者
か
ら
第

１
号
被
保
険
者
へ
種
別
変

更
の
手
続
き

年
金
手
帳
、
扶
養
喪
失

日
の
分
か
る
証
明
書
（
扶

養
喪
失
証
明
書
等
）

市
民
課
（
総
合
窓
口
）
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
課
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未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
節
目
と
な
る
５
年
が
経
過
し
ま
す
。

　

そ
の
間
、
政
府
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
支
援
と
努
力
に
よ
り
、
イ

ン
フ
ラ
や
経
済
が
復
旧
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
１
月
現
在
、
全
国
で
約
17
万
８
０

０
０
人
、
埼
玉
県
内
で
は
約
５
１
０
０
人
も

の
方
が
住
み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ
、
避
難
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
な
ど
に
よ

る
被
害
は
、
今
も
な
お
現
実
の
も
の
と
し
て

存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、こ
の
５
年
の
間
に
も
我
が
国
は
、

昨
年
９
月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
な
ど
多
く
の

災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
発
生
直
後

に
は
生
命
そ
の
も
の
が
大
き
な
危
険
に
さ
ら

さ
れ
、
続
い
て
、
避
難
所
で
の
災
害
時
要
援

護
者
や
女
性
へ
の
配
慮
な
ど
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、

原
発
事
故
で
の
風
評
被
害
、
被
災
者
に
対
す

る
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
拒
否
や
い
じ
め
な
ど
、

デ
マ
や
情
報
不
足
を
大
き
な
原
因
と
し
た
重

大
な
人
権
侵
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

災
害
と
人
権
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、

災
害
時
に
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、
普
段
か

ら
一
人
一
人
が
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
を
認
識
し
、
正
し
い
知
識
と
思
い
や
り

の
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

節
目
の
今
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復

興
は
道
半
ば
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
の

５
年
間
を
振
り
返
り
、
災
害
と
人
権
に
つ
い

て
再
認
識
す
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
係
（
菖
蒲

総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
６
）

災
害
と
人
権

～
震
災
か
ら
５
年
を
迎
え
て
～

連
載

久
喜
歴
史
だ
よ
り（
第
53
回
）

　

久
喜
市
に
「
名
代
官
」
と
称た

た

え
ら
れ
た
代

官
が
い
た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

江
戸
時
代
、
久
喜
に
は
米よ

ね
き
つ津
氏
が
治
め
る

久
喜
藩
が
あ
り
ま
し
た
が
、
寛
政
10
年
（
１

７
９
８
）
に
出で

わ
の
く
に

羽
国
村
山
郡
長な

が
と
ろ瀞
（
現
山
形

県
東
根
市
）
に
領
地
替
え
と
な
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
久
喜
藩
の
領
地
は
幕
府
領
と
な
り
、

享
和
元
年
（
１
８
０
１
）
に
は
、
当
地
の
代

官
と
し
て
早
川
正
紀
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

早
川
は
、
通
称
を
八
郎
左
衛
門
と
い
い
、

元
文
４
年
（
１
７
３
９
）
に
笠
間
藩
主
井い

の
う
え上

河か
わ
ち
の
か
み

内
守
の
家
臣
和わ

だ田
市い

ち
う
え
も
ん

右
衛
門
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
、
の
ち
に
徳と

く
が
わ
ご
さ
ん
き
ょ
う

川
御
三
卿
の
一
つ
田た

安や
す

徳
川
家
の
家
臣
早
川
正ま

さ
の
ぶ諶
の
養
子
と
な
り

ま
す
。
そ
の
後
、
明
和
３
年
（
１
７
６
６
）、

28
歳
の
時
に
早
川
宗そ

う
け家
の
早
川
正ま

さ
と
も與
の
跡
を

継
ぎ
、
幕
臣
と
な
り
ま
し
た
。

　

天
明
元
年
（
１
７
８
１
）
、
43
歳
の
時
に

初
め
て
代
官
に
任
じ
ら
れ
、
出
羽
国
尾
花
沢

（
現
山
形
県
尾
花
沢
市
）
５
万
石
を
治
め
ま

し
た
。
天
明
７
年
（
１
７
８
７
）
に
は
、
美み

作ま
さ
か
の
く
に国
久
世
（
現
岡
山
県
真
庭
市
）
に
転
任
し
、

備び
っ
ち
ゅ
う
の
く
に

中
国
笠
岡
（
現
岡
山
県
笠
岡
市
）
も
兼
ね

て
７
万
石
を
治
め
、
郷ご

う
が
く学
「
典て

ん
が
く
か
ん

学
館
」・「
敬け

い

業ぎ
ょ
う
か
ん館
」
を
設
立
す
る
な
ど
、
民
衆
教
化
に
務

め
ま
し
た
。
寛
政
９
年
（
１
７
９
７
）
に
は
、

多
く
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
幕
府
か
ら
褒
賞

を
授
か
っ
て
い
ま
す
。

　

享
和
元
年
、
63
歳
の
時
に
武む

さ
し
の
く
に

蔵
国
久
喜
10

万
石
に
転
任
と
な
り
ま
す
。
久
喜
で
は
、
享

和
３
年
（
１
８
０
３
）
に
郷
学
「
遷せ

ん
ぜ
ん
か
ん

善
館
」

を
設
立
す
る
ほ
か
、
利
根
川
や
荒
川
な
ど
の

治
水
事
業
に
も
手
腕
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

「
名
代
官
」
と
称
え
ら
れ
た
早
川
は
、
文

化
５
年
（
１
８
０
８
）
、
病
の
た
め
70
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
郷
土
資
料
館

で
は
、
早
川
が
晩
年
に
記
し
た
「
六
教
解
」

（
明み

ん

の
洪こ

う
ぶ
て
い

武
帝
が
民
衆
教
化
の
た
め
に
発
布

し
た
教
訓
「
六り

く
ゆ諭
」
の
解
説
書
）
を
常
設
展

示
室
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

文
化
財
保
護
課
文
化
財
・
歴
史
資

料
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３
７
２
）

江
戸
時
代
の
名
代
官

早は

や

か

わ川
八は

ち

ろ

う郎
左ざ

え衛
門も

ん

ま

さ

と

し

正
紀

文

至古河

至久喜IC至
幸
手

至大宮駅

至宇都宮駅

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

県
道
さ
い
た
ま
栗
橋
線

東武伊勢崎線

至館林駅

鷲宮神社
至加須IC

至川越

県道加須幸手線

郷土資料館

西大輪

東大輪
歩道橋

東
鷲
宮
駅

久
喜
駅

鷲宮駅

栗
橋
駅

県道川
越栗橋

線

▲六
ろっきょうのげ

教解

　市では、市民の皆さんの日常の交通手段を確保する
ため、市内循環バスとデマンド交通（くきまる）を運
行しています。また、市内では、このほか交通事業者
により、鉄道、路線バス、タクシー等が運行されてい
ますので、これらの公共交通をご利用ください。
○運行概要

市内循環バス デマンド交通（くきまる）

運行区域 久喜地区、菖蒲町三箇地
域、わし宮団地（路線運行）

菖蒲地区、栗橋・鷲宮
地区（区域内運行）

路線、目的
地（乗降ポ
イント）

７路線、停留所149か所
自宅のほか、公共施設、
医療機関、大規模店舗等�
全407か所

運行日 月～土曜日（日曜日、祝日、年末年始（12/29～
1/3）は運休）

運行時間帯 ７時台～19時台（時刻
表による）

７時～ 17時（12時は除
く）発（１時間ごとの運行）

利用料金 １回100円（割引制度あり）１回300円（割引制度あり）

予約 不要
事前に利用登録の上、
利用したい日の１週間
前から受付

○デマンド交通がより便利に！
　４月１日㈮から、デマンド交通の運行内容を次のと
おり変更します。
①�80歳以上の方の利用料金は、半額の150円になりま
す。これにより、高齢者の方が積極的に外出するこ
とで、健康増進も期待できます。
②�新たに開設された施設等を追加し、利便性の向上を
図るため、目的地（乗降ポイント）を20か所追加します。
※�詳しくは、公共施設に配架されているパンフレット
または市ホームページをご覧ください。

問合せ　生活安全課交通係（内線２６３４）

公共交通をご利用ください
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犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予
防

法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
毎
年
１
回

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
下
表
の
と

お
り
集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実

施
し
ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
来
場
の
際

は
、
必
ず
犬
を
確
実
に
扱
う
こ
と

が
で
き
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

今
回
、
集
合
注
射
で
予
防
注
射
を

受
け
な
い
場
合
は
、
動
物
病
院
で

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
犬
（
生
後
90
日
以
降
）
を

市
に
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、
同

予
防
法
に
よ
り
、
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
環
境
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
環
境
経
済
課
で
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
集
合
注
射
会
場
で
も
、

登
録
が
可
能
で
す
。

費
用　

３
３
０
０
円
（
注
射
料
金

２
７
５
０
円
、
注
射
済
票
交
付
手

数
料
５
５
０
円
）

※�

会
場
で
新
規
登
録
す
る
場
合
は

別
途
、
鑑
札
交
付
手
数
料
３
０

０
０
円
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

（
内
線
２
８
２
７
）
／
各
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
菖
蒲
・
内
線
２

５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
４
１
／
鷲

宮
・
内
線
２
２
７
）

　

身
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
日

に
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
困
難
な

方
で
、
次
の
︿
表
１
﹀
に
該
当
す

る
方
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、︿
表
１
﹀
に
該
当
す
る

方
で
︿
表
２
﹀
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
自
ら
投
票
の
記
載
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
け
出

た
有
権
者
の
方
に
、
投
票
に
関
す

る
記
載
を
さ
せ
る
代
理
記
載
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
場
合
は
、
本
人
ま
た

は
代
理
の
方
が
、
身
体
障
害
者
手

帳
等
を
持
参
の
上
、
同
委
員
会
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

複
数
の
障
が
い
が
あ
る
方
の
場

合
、
手
帳
全
体
の
級
別
で
は
な

く
、
該
当
す
る
障
が
い
内
容
の

級
別
に
よ
っ
て
対
象
か
ど
う
か

が
決
ま
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
夏
に
は
任
期
満
了
に
よ

る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
内
線
２
２
４
７
）

■久喜地区
期日 時間 会場

４月14日
㈭

10時～11時30分 中央公民館
13時30分～14時30分 ＪＡ南彩除堀梨選果場

４月20日
㈬

10時～11時30分 栗原記念会館
13時15分～14時30分 太田集会所

４月21日
㈭

９時30分～10時30分 東公民館�
11時15分～12時15分 野久喜集会所

４月28日
㈭

10時～11時30分 市民プール前駐輪場
13時30分～14時30分 西公民館

■菖蒲地区
期日 時間 会場

４月19日
㈫

10時～11時30分 あやめ公園駐車場
13時～14時 ＪＡ南彩小下倉庫前

４月20日
㈬

10時～11時30分 寺田緑地グラウンド
13時～14時30分 ＪＡ南彩栢間支店倉庫前

４月21日
㈭

10時～11時 ＪＡ南彩三箇支店倉庫前

12時30分～13時30分 八幡神社（第5区宮本集会所脇）

14時～15時 菖蒲総合支所庁舎裏
（公用車車庫）

集
合
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

■栗橋地区
期日 時間 会場

４月７日
㈭ 10時～11時30分 栗橋公民館

４月12日
㈫

９時30分～11時30分 栗橋総合支所

13時30分～14時30分 栗橋総合支所

４月14日
㈭

10時～11時30分 定福院

13時30分～15時 栗橋コミュニティセンター
（くぷる）

■鷲宮地区
期日 時間 会場

４月11日
㈪

10時～11時30分 鷲宮保健センター

13時30分～15時 ＪＡ埼玉みずほ葛梅倉庫

４月13日
㈬

10時～11時30分 鷲宮東コミュニティセンター
（さくら）

13時30分～14時30分 農業センター

４月15日
㈮ 10時～11時30分 鷲宮保健センター

郵
便
等
投
票
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

＜表１＞
障がい等
の区分　 障がい等の種類 障がい等の程度

身体障害
者手帳

両下肢､体幹､移動機能 １級・２級

心臓､じん臓､呼吸器､ぼう
こう､直腸､小腸 １級・３級

免疫、肝臓 １～３級

戦傷病者
手帳

両下肢､体幹 特別項症～第
２項症

心臓､じん臓､呼吸器､ぼう
こう､直腸､小腸、肝臓

特別項症～第
３項症

介護保険
の被保険
者証

要介護状態区分 要介護５

＜表２＞
障がい等
の区分　 障がい等の種類 障がい等の程度

身体障害
者手帳 上肢、視覚 １級

戦傷病者
手帳 上肢、視覚� 特別項症～第

２項症
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～善意をありがとうございます～
★保健福祉のために
　株式会社向山工場さん� 金1,000,000円
　カフェテラス�ジュアンさん� 金100,000円
　匿名希望さん� 金100,000円
★しみん農園菖蒲のために
　内田義一さん�� 金300,000円

愛の泉

アイドルアイドル
わがやの

中
なかざわ

澤麗
れ い と

翔くん（２歳）
（鷲宮）

すくすくと成長中

竹
たけはら

原ゆめちゃん（３歳）（左）　
　　　あかりちゃん（11か月）（右）

（三箇）
仲良し姉妹です？

くき市民特派員レポート
　久喜市の初日の出
　スポット 担当：石

いしぐろ

黒記者　

　久喜市内の初日の出スポットを探してみました。久
喜市は海や山がなく、平坦な地形のため、絶景の初日
の出スポットはなかなか難しいですが、地図で検索し
てみると、水面に日が反射するスポットを発見しました。
　元旦の日の出前から、カメラを構えて、平成28年の
初日の出を待ちました。
　日の出の時刻は６時51分。木々の後ろがオレンジ色
に染まってきたと思ったら、オレンジ色の太陽が昇って

きました。雲一つない晴天に
昇ってきた太陽は、平成28年を
明るく照らしてくれているよう
でした。
　久喜菖蒲公園昭和沼を散歩す
る方の中にも、初日の出を写真
に撮ろうと構えている人もい
て、感動しながらシャッターを
押していました。

　平成27年12月12日㈯、市民大学（１年生・２年生）
の授業の一環として、募金活動を体験しました。
　募金の呼び掛けに、興味を持ち、立ち寄ってくれた
市内中学生・高校生の何と多かったこと！また、「10
円ですみません」とわざわざ戻って入れてくれた人
もいて、あまりの嬉しさに「ありがとうございま
す！！」と両手で握手してしまいました。
　場所を提供してくださったイトーヨーカ堂久喜店さ
ん、クッキープラザさん、そして募金してくださった

皆さん、本当にあ
りがとうございまし
た。なお、この募金
は、久喜市社会福祉
協議会を通じ、市民
の皆さんのために使
われます。

絵画サークル「日曜会」
いきいきサークル 34

　私たちは部員数10人で活動しています。身の回りの好
きな物や風景を描きたい、色を塗ってみたい、私たちに
は、子どものころから、こんな欲求が本能的にありま
す。「下手でよい、下手が良い」楽しく描けば、楽しさ
が人にも伝わります。行き詰ったら先生に聞きます。
「上手」と褒められなくても、上達は後からついてきま
す。講師は、日本美術協会および日洋会会員で、毎年日
展や日洋展に出展している高

たかはし

橋正
ま さ お

雄先生です。
　「楽しく描きたい！」を思っている方の入会をお待ち
しています。
活動日時　第２・第４日曜日　９時～12時
活動場所　東公民館
問 合 せ　松

まつまる

丸　☎23−5167

　中学生・高校生に感激！
　市民大学　歳末助け合い
　共同募金体験� 担当：水

み ず の や

野谷記者　

▲講師の作品を見学（日展）
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写 真 ニュース写 真 ニュース

第17回「人権フェスタＩＮくりはし」

埼玉県知事のとことん訪問
ふれあい交通安全教室

　１月30日㈯、栗橋文化会館（イリス）で、「第17
回人権フェスタＩＮくりはし」が行われました。
　小・中学生による人権作文の発表や市内の保育
園・幼稚園の園児、小・中学校の児童・生徒による
太鼓演奏や合唱等の発表などが行われ、来場者から
大きな拍手が送られていました。

▲小・中学生による人権作文の発表

　２月３日㈬、上田埼玉県知事が「とことん訪問」
で、田中市長や井上議長らと一緒に、久喜市の株式
会社ウェルディングアロイズ・ジャパン（菖蒲町昭
和沼）を視察しました。
　当日は、部材の表面や損傷した部材の表面を目的
に応じた金属で覆い補修する「肉

にくもり

盛溶接」の視察や、
会社の方との意見交換が行われました。

　１月13日㈬、栗橋小学校で、「ふれあい交通安全
教室」が行われました。
　栗橋小学校３年生の児童と保護者、地域住民の方
が、自転車の正しい乗り方、見通しの悪い交差点で
の安全確認等をお互いに採点したほか、児童は、自
転車シュミレーターを使って正しい運転技術を体験
しました。
　参加者は、３世代で交流を深めながら、交通安全
の意識を高めていました。

▲おおしか保育園の太鼓演奏

　２月１日㈪から、市民課と各総合支所市民課で、
オリジナル婚姻届の配布を開始しました。また、市
役所１階ロビーに、記念写真用バックパネル・アニ
バーサリーボードを設置しました。
　オリジナル婚姻届を提出された第１号のお二人か
らは、「婚姻届を提出し、このパネルの前で記念の
１枚を撮ることができて、良い思い出になりまし
た。夫婦の絆がより深まりました」とコメントをい
ただきました。
　なお、記念写真用バックパネル・アニバーサリー
ボードは、どなたでも自由に撮影できます。市役所
を訪れた際は、ぜひご利用ください。

オリジナル婚姻届  配布スタート
記念写真用バックパネル・

アニバーサリーボード  完成
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お知らせ
久 喜 市 役 所 ☎22－1111
菖蒲総合支所 ☎85－1111
栗橋総合支所 ☎53－1111
鷲宮総合支所 ☎58－1111

お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
を
対

象
に
、事
業
に
必
要
な
運
転
資
金
、

設
備
資
金
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
取
得

に
関
連
す
る
事
業
資
金
も
対
象
）

の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
対
象　

個
人
…
市
内
に
引
き

続
き
１
年
以
上
居
住
し
、
市
内
に

事
業
所
を
有
し
、
同
一
業
種
で
引

き
続
き
１
年
以
上
営
業
し
て
い
る

方
／
法
人
…
市
内
に
本
社
ま
た
は

本
店
を
有
し
、
同
一
業
種
で
引
き

続
き
１
年
以
上
営
業
し
て
い
る
方

業
種　

ほ
と
ん
ど
の
業
種
が
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
一
部
対
象
に
な

ら
な
い
業
種
が
あ
り
ま
す
。

税
要
件　

市
税
を
完
納
し
て
い
る

こ
と

そ
の
他　

融
資
取
扱
金
融
機
関
は

市
内
の
銀
行
お
よ
び
信
用
金
庫
の

支
店
で
す
。
な
お
、審
査
の
結
果
、

ご
希
望
に
沿
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

○
一
般
小
口
資
金
融
資

限
度
額　

１
０
０
０
万
円
（
運
転

資
金
／
設
備
資
金
、併
用
も
同
額
）

融
資
期
間　

運
転
資
金　

10
年
以

内
（
６
か
月
以
内
据
置
後
月
賦
償

還
）／
設
備
資
金　

12
年
以
内（
12

か
月
以
内
据
置
後
月
賦
償
還
）

利
率　

年
１
・
75
％

連
帯
保
証
人　

原
則
、
個
人
は
不

要
、
法
人
は
代
表
者

担
保　

不
要

○
特
別
小
口
資
金
融
資

限
度
額　

１
０
０
０
万
円
（
運
転

資
金
／
設
備
資
金
、併
用
も
同
額
）

融
資
期
間　

運
転
資
金　

10
年
以

内
（
６
か
月
以
内
据
置
後
月
賦
償

還
）／
設
備
資
金　

12
年
以
内（
12

か
月
以
内
据
置
後
月
賦
償
還
）

利
率　

年
１
・
75
％

連
帯
保
証
人　

個
人
、
法
人
と
も

に
不
要

担
保　

不
要

○
中
小
企
業
近
代
化
資
金
融
資

限
度
額　

運
転
資
金　

２
０
０
０

万
円
／
設
備
資
金　

３
０
０
０
万

円
／
運
転
・
設
備
資
金
の
併
用

３
０
０
０
万
円

融
資
期
間　

運
転
資
金　

10
年
以

内
（
６
か
月
以
内
据
置
後
月
賦
償

還
）／
設
備
資
金　

12
年
以
内（
12

か
月
以
内
据
置
後
月
賦
償
還
）

利
率　

年
１
・
75
％

連
帯
保
証
人　

原
則
、
個
人
は
不

要
、
法
人
は
代
表
者

担
保　

必
要
に
応
じ
て
設
定

申
込
み
・
問
合
せ　

商
工
観
光
課

商
工
労
働
係
（
内
線
２
８
８
２
）

　

風
向
き
や
上
昇
気
流
に
よ
り
灰

や
煙
が
広
範
囲
に
わ
た
り
飛
散
し
、

洗
濯
物
へ
の
付
着
、
庭
や
屋
根
へ

の
降
灰
等
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
遊
水
地

の
必
要
性
、
ヨ
シ
焼
き
の
主
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
は
ゴ

ル
フ
場
を
除
く
遊
水
地
全
域
（
上

空
も
含
む
）
が
関
係
者
以
外
立
ち

入
り
禁
止
と
な
り
ま
す
の
で
、
併

せ
て
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
19
日
㈯　

８
時
30
分

※
予
備
日　

３
月
20
日
㈷
・
26
日
㈯

場
所　

渡
良
瀬
遊
水
地
全
域

主
催　

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き

連
絡
会

そ
の
他　

ヨ
シ
焼
き
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（htt

p://w
atarase.or.jp

）お
よ
び
自

動
音
声
案
内
（
☎
０
２
８
２
・
62
・

０
９
１
５
）で
も
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

（
一
財
）
渡
良
瀬
遊
水

地
ア
ク
リ
メ
ー
シ
ョ
ン
振
興
財
団

☎
０
２
８
２
・
62
・
１
１
６
１

　

東
日
本
大
震
災
お
よ
び
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
り
、

応
急
仮
設
住
宅
等
に
入
居
し
て
い

た
方
が
、
自
宅
等
へ
移
転
し
た
場

合
、
福
島
県
か
ら
補
助
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

対
象　

応
急
仮
設
住
宅
等
か
ら
、

福
島
県
内
の
自
宅
等
へ
移
転
し
た

世
帯

※�

対
象
世
帯
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

補
助
額　

福
島
県
外
か
ら
の
移
転

10
万
円
（
単
身
世
帯
５
万
円
）
、

福
島
県
内
か
ら
の
移
転
５
万
円

（
単
身
世
帯
３
万
円
）

問
合
せ　

福
島
県
被
災
者
の
く
ら

し
再
建
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
１

２
０
・
３
０
３
・
０
５
９
（
月
～

金
曜
日
…
９
時
～
17
時
）
／
福
島

県
避
難
者
支
援
課　

☎
０
２
４
・

５
２
１
・
８
３
０
６
（
月
～
金
曜

日
…
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

日
時　

３
月
30
日
㈬　

開
場
13
時

30
分

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

定
員　

３
０
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　

無
料

主
催　

久
喜
市
民
踊
連
盟

問
合
せ　

同
連
盟　

天あ
ま
が
さ笠　

☎
21
・

１
７
０
８

福
島
県
ふ
る
さ
と
住
宅
移
転

（
引
越
し
）
補
助
金

中
小
企
業
向
け

制
度
融
資
の
お
知
ら
せ

第
27
回
民
踊
発
表
大
会

渡
良
瀬
遊
水
地
ヨ
シ
焼
き
の

お
知
ら
せ

催
し
・
講
座
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−

ヘ
ラ
鮒
釣
り
無
料
開
放

−

日
程　

３
月
19
日
㈯
～
31
日
㈭

午
前
の
部　

６
時
30
分
～
11
時
30

分
／
午
後
の
部　

12
時
～
15
時
30
分

※
入
れ
替
え
制

場
所　

清
久
大
池
、
清
久
西
池

定
員　

清
久
大
池　

浮
き
桟
橋
１

６
０
人
・
岸
20
人
（
先
着
順
）
／

清
久
西
池　

台
座
50
人
・
岸
40
人

（
先
着
順
）

−

感
謝
イ
ベ
ン
ト

−

◆
清
久
大
池
釣
り
大
会

日
程　

第
１
回　

３
月
20
日
㈷
／

第
２
回　

３
月
24
日
㈭　

各
６
時

30
分
～
11
時

場
所　

清
久
大
池

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

※
10
人
以
下
の
場
合
は
、
中
止

◆�

清
久
大
池
親
子
釣
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル

日
時　

３
月
26
日
㈯　

7
時
～
15
時

場
所　

清
久
大
池

定
員　

20
組
（
申
込
順
）

※
子
ど
も
は
小
・
中
学
生
に
限
る

対
象
魚　

ヘ
ラ
鮒
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
等

持
物　

釣
り
具
、
え
さ
な
ど
一
式

申
込
期
間　

３
月
14
日
㈪
〜
25
日

㈮
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
ル
ア
ー
は
禁
止

※
雨
天
中
止

◆�

外
来
魚
（
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
お
よ
び

ブ
ル
ー
ギ
ル
）
釣
り
限
定
開
放

日
程　

清
久
大
池
…
３
月
29
日
㈫

／
清
久
西
池
…
３
月
30
日
㈬　

各

７
時
～
15
時

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

※�

小
学
生
未
満
は
不
可
。
小
学
生

か
ら
15
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴

※
外
来
魚
の
リ
リ
ー
ス
は
禁
止

※�

当
日
、
ヘ
ラ
鮒
釣
り
の
利
用
は

中
止
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　

☎
58
・
３
６
７
７

日
時　

４
月
３
日
㈰

場
所　

清
久
さ
く
ら
通
り
（
清
久

工
業
団
地
入
口
）

内
容　

小
学
生
鼓
笛
演
奏
、
中
学

校
吹
奏
楽
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
子

ど
も
広
場
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

模
擬
店
ほ
か

主
催　

さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会

問
合
せ　

久
喜
市
観
光
協
会　

☎

21
・
８
６
３
２
／
商
工
観
光
課
観

光
係
（
内
線
２
８
８
４
）

◆
作
品
募
集

応
募
資
格　

15
歳
以
上
の
県
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

※
中
学
生
を
除
く

部
門　

日
本
画
（
水
墨
画
含
む
）・

洋
画
（
版
画
含
む
）
・
彫
刻
・
工

芸
・
書
（
篆て

ん
こ
く刻
・
刻
字
含
む
）
・

写
真
の
６
部
門

点
数　

各
部
門
３
点
ま
で

出
品
料　

１
点
に
つ
き
３
０
０
０
円

搬
入
期
間　

個
人　

５
月
13
日
㈮
～

15
日
㈰
／
業
者　

５
月
12
日
㈭
・

14
日
㈯
・
15
日
㈰

開
催
要
領
・
申
込
書　

県
展
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref.

saitam
a.lg.jp/f2216/geibun

sai/kenten.htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
ま
た
は
、生
涯
学
習
課
、

各
教
育
委
員
会
分
室
、
公
民
館
、

図
書
館
、
文
化
会
館
で
も
配
布

応
募
方
法　

開
催
要
項
を
確
認
の

上
、
搬
入
期
間
に
直
接
、
近
代
美

術
館
へ
（
事
前
申
込
み
不
要
）

◆
展
覧
会

日
程　

５
月
31
日
㈫
～
６
月
22
日

㈬　

10
時
～
17
時
30
分

※
月
曜
日
休
館

場
所　

県
立
近
代
美
術
館

観
覧
料　

無
料

問
合
せ　

県
生
涯
学
習
文
化
財
課

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
６
９
２
１

／
Ｆ
０
４
８
・
８
３
０
・
４
９
６
５

　

余
暇
と
趣
味
を
生
か
し
て
作
っ

た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
程　

３
月
18
日
㈮
～
22
日
㈫

９
時
～
16
時

※�

初
日
は
12
時
よ
り
、
最
終
日
は

14
時
ま
で

場
所　

中
央
公
民
館
１
階
ミ
ニ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
作
品　

絵
画
・
書
・
写
真
・

手
工
芸
ほ
か

問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー　

片か
た
お
か岡

☎
０
８
０
・
１
１
４
５
・
７
４
１
８

日
時　

３
月
20
日
㈷　

10
時
～
14
時

場
所　

吉
羽
公
園
（
雨
天
時
は
太

田
集
会
所
）

内
容　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
ゲ
ー

ム
や
工
作
等
を
体
験
し
ま
す
。

費
用　

無
料

申
込
み　

不
要

※
入
隊
説
明
会
も
随
時
実
施

問
合
せ　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
久
喜

１
・
31
団　

高た
か
ぎ木　

☎
22
・
８
０

０
０

～
日
本
の
踊
り
・
遊
び
～

日
時　

３
月
27
日
㈰　

14
時
～
16

時
30
分

場
所　

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
） 

集
会
室

内
容　

和
太
鼓
・
日
本
民
踊
・
折

り
紙
・
絵
手
紙
・
カ
ル
タ
取
り
・

軽
食
・
飲
み
物
・
抽
選
会
な
ど

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、

日
本
人
お
よ
び
外
国
人

定
員　

90
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

一
般
５
０
０
円
（
協
会
会

員
お
よ
び
家
族
は
１
０
０
円
）

主
催　

鷲
宮
国
際
交
流
協
会

申
込
期
限　

３
月
19
日
㈯

申
込
み
・
問
合
せ　

同
協
会　

稲い
な

葉ば　

☎
０
８
０
・
８
７
１
１
・
６

６
１
０
…
９
時
～
17
時

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
１
日

体
験

久
喜
市
営
釣
場
感
謝
事
業

第
23
回
清
久
さ
く
ら
ま
つ
り

国
際
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー

第
66
回

埼
玉
県
美
術
展
覧
会

久
喜
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
新
和
会

会
員
作
品
展

FAX
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日
時　

３
月
23
日
㈬　

受
け
付
け

14
時
30
分
／
15
時
（
１
時
間
～
１

時
間
30
分
程
度
・
コ
ー
ス
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
）

※�

予
備
日
３
月
30
日
㈬
で
、
雨
天

　

時
は
受
け
付
け
の
み
行
い
ま
す
。

場
所　

青
葉
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

講
師　
Ｊ
Ｆ
Ａ
公
認
指
導
ラ
イ
セ

ン
ス
所
持
者

対
象　

Ｕ
７
コ
ー
ス　

幼
稚
園
年

長
～
小
学
１
・
２
年
生
／
Ｕ
９
コ
ー

ス
小
学
３
・
４
年
生
／
Ｕ
12
コ
ー

ス　

小
学
５
・
６
年
生

定
員　

各
コ
ー
ス
20
人
程
度
（
申

込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

サ
ッ
カ
ー
の
で
き
る
服
装
・

靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
４
号
球

そ
の
他　

現
在
既
存
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
所
属
し
、
来
年
度
以
降

も
継
続
す
る
予
定
の
方
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈭
～
22
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・

学
年
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

久
喜
東　

松ま
つ
も
と本
（
☎
53
・
５
５
３

９
／
☎
０
９
０
・
６
５
１
６
・
７

３
５
３　

火
～
金
曜
日
の
10
時
～

16
時
／
Ｅ
メ
ー
ルtrbss943@

ybb.
ne.jp

）
へ

※�

体
験
教
室
開
催
後
の
継
続
教
室

は
、
平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
行
い

ま
す
。

日
時　

３
月
16
日
㈬　

受
け
付
け

９
時
30
分
／
10
時
（
１
時
間
30
分

程
度
）

場
所　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
青

葉
団
地
郵
便
局
前
）

内
容　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
現
代
的
な

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

講
師　

森も
り

啓け
い
こ子
さ
ん
（
公
認
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象　

60
歳
以
上

定
員　

５
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み

物
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈭
～
15
日
㈫

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・

連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　

松ま
つ
も
と本
（
☎
53
・
５
５
３
９
／

☎
０
９
０
・
６
５
１
６
・
７
３
５

３　

火
～
金
曜
日
の
10
時
～
16
時

／
Ｅ
メ
ー
ルtrbss943@

ybb.ne.
jp

）
へ

※�

体
験
教
室
開
催
後
も
継
続
教
室

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
方

も
、
教
室
の
終
了
時
に
は
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

日
程　

４
月
24
日
、
５
月
１
日
・

８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
、
６

月
５
日
・
26
日　

各
日
曜
日　

全

８
回　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対
象　

中
学
生
以
上

定
員　

50
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

３
０
０
０
円
（
保
険
料
・

ボ
ー
ル
代
）

申
込
期
限　

４
月
16
日
㈯　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・

氏ふ
り
が
な名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

久
喜
市
テ
ニ
ス
協
会　

角か
く
う
ち内
守ま

も
る（
〒

３
４
６

－

０
０
０
１　

久
喜
市
古

久
喜
１
３
４
の
３
／
☎
23
・
５
７

７
９
／
Ｅ
メ
ー
ルkakuuchi@

m
bf.

nifty.com

）
へ

～
楽
し
く
！
熱
く
！
か
っ
こ
よ
く
！

　

み
ん
な
で
踊
っ
て
ひ
と
つ
に
な

　

ろ
う
～

日
時　

３
月
18
日
㈮　

受
け
付
け

17
時
／
17
時
30
分（
１
時
間
程
度
）

場
所　

総
合
体
育
館
内
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
や
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
現
代
的
な

リ
ズ
ム
ダ
ン
ス

講
師　

三み
う
ら浦
祐ゆ

か佳
さ
ん
（
ク
ロ
イ

ツ
ダ
ン
ス
ア
ー
ト
代
表
）

対
象　

小
学
３
年
生
～
中
学
生

定
員　

15
人
（
申
込
順
）

費
用　

無
料

持
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
飲
み

物
、ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
、室
内
履
き

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈭
～
17
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・

連
絡
先
を
明
記
の
上
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
久
喜

東　

松ま
つ
も
と本
（
☎
53
・
５
５
３
９
／

☎
０
９
０
・
６
５
１
６
・
７
３
５

３　

火
～
金
曜
日
の
10
時
～
16
時

／
Ｅ
メ
ー
ルtrbss943@

ybb.ne.
jp

）
へ

※�

体
験
教
室
開
催
後
の
継
続
教
室

は
、
平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
振

興
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
行
い

ま
す
。

◆
開
館
時
間
の
延
長
の
お
知
ら
せ

　

児
童
セ
ン
タ
ー
と
鷲
宮
児
童
館

は
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
９
月
30
日

㈮
ま
で
の
間
、
次
の
と
お
り
開
館

時
間
を
延
長
し
ま
す
。

開
館
時
間　

９
時
～
18
時

※
休
館
日
を
除
く

問
合
せ　

児
童
セ
ン
タ
ー　

☎
21
・

８
１
８
１
／
鷲
宮
児
童
館　

☎
58
・

７
０
５
４

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

健
康
体
操
教
室
体
験
会

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
体
験
教
室

春
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

体
験
教
室

公
共
施
設
の
催
し

児
童
セ
ン
タ
ー
・

鷲
宮
児
童
館
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︱
中
央
図
書
館
︱

 

☎
21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　

３
月
19
日
㈯　

14
時

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　

「
紅こ

う
じ
ん塵
」
（
１
９
３
２
年

ア
メ
リ
カ
作
品　

ク
ラ
ー
ク
・
ゲ
ー

ブ
ル
ほ
か
）
83
分

定
員　

50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

◆
春
休
み
子
ど
も
映
画
会

日
時　

３
月
26
日
㈯　

14
時

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　

「
大
決
戦
！
超
ウ
ル
ト
ラ

８
兄
弟
」
（
２
０
０
８
年
日
本
作

品　

長な
が
の野
博ひ

ろ
し

ほ
か
）
97
分

定
員　

50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　

無
料

︱
栗
橋
文
化
会
館
図
書
室
︱

 

☎
52
・
２
０
０
０

◆ 

ゆ
ず
り
は
﹁
昔
ば
な
し
を
楽
し

む
会
﹂

日
時　

３
月
12
日
㈯　

14
時

場
所　

栗
橋
文
化
会
館
会
議
室

内
容　

昔
ば
な
し
の
語
り　

「
こ

ぶ
と
り
爺
」
、
「
旅
人
馬
」
ほ
か

定
員　

50
人
程
度
（
当
日
会
場
先

着
順
）

︱
栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
︱

◆
₁
そ
ば
打
ち
体
験

日
時　

３
月
23
日
㈬　

①
９
時
30

分
～
12
時
30
分　

②
13
時
30
分
～

16
時
30
分

内
容　

地
元
の
そ
ば
屋
（
蛇
の
目

屋
）
に
よ
る
そ
ば
打
ち
体
験
教
室

定
員　

各
９
人
（
申
込
順
）

◆
₂
よ
も
ぎ
パ
ン
作
り
体
験

日
時　

３
月
25
日
㈮　

①
９
時
30

分
～
12
時
30
分　

②
13
時
30
分
～

16
時
30
分

内
容　

久
喜
産
の
素
材
を
使
っ
た

よ
も
ぎ
パ
ン
作
り

定
員　

各
12
人
（
申
込
順
）

【
₁
・
₂
共
通
】

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

費
用　

６
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
容
器
、
筆
記
用
具

申
込
開
始　

３
月
10
日
㈭　

13
時

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

栗
橋
総
合
支
所
環
境
経
済
課
（
内

線
２
４
６
）
へ

※
各
事
業
と
も
参
加
者
が
５
人
に

　

満
た
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◆
健
康
体
操

日
時　

３
月
15
日
㈫　

13
時
～
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　

３
月
16
日
㈬　

13
時
30
分
～

15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定
・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

３
月
23
日
㈬　

10
時
～
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ
ば
や
し林
靖や

す
こ子
さ
ん

◆
カ
ラ
オ
ケ
大
会

日
時　

３
月
29
日
㈫　

10
時
～
15
時

内
容　

利
用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会

※�

各
催
し
は
、
60
歳
以
上
の
方
が

参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

３
月
25
日
㈮　

13
時
30
分
～

15
時
30
分

場
所　

栗
橋
文
化
会
館（
イ
リ
ス
）

会
議
室
１

内
容　

成
年
後
見
を
中
心
と
し
た

高
齢
者
の
方
の
悩
み
事
に
関
す
る

相
談
会

相
談
方
法　

面
談

対
象　

市
内
在
住
者
、
そ
の
親
族

の
方

費
用　

無
料

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
久
喜
支
部

後
援　

久
喜
市
、
久
喜
市
社
会
福

祉
協
議
会

申
込
み
・
問
合
せ　

申
込
み
不
要

（
事
前
連
絡
の
方
優
先
）
／
同
セ

ン
タ
ー
久
喜
支
部　

荒あ
ら
い井
（
☎
52
・

２
３
３
０
／
Ｅ
メ
ー
ルssc.kuki@

gm
ail.com

）

～ 

久
喜
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
ご
案
内
～

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
春
日
部
で
は
、

久
喜
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
皆
さ
ん
の
仕
事
探
し
を
応
援
す

る
た
め
、
市
と
連
携
し
て
、
市
役

所
本
庁
舎
２
階
に
「
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

　

専
任
の
相
談
員
に
よ
る
職
業
相

談
、
冊
子
に
よ
る
求
人
情
報
の
提

供
の
ほ
か
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式

の
求
人
情
報
自
己
検
索
シ
ス
テ
ム

（
６
台
）
で
、
求
人
情
報
を
検
索

で
き
ま
す
。

　

な
お
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付

な
ど
の
手
続
き
は
取
り
扱
い
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
日
時　

月
～
金
曜
日　

９
時
～

17
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ　

久
喜
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク　

☎
29
・
２
７
６
８　

日
時　

４
月
２
日
㈯　

10
時
～
16
時

場
所　

さ
い
た
ま
浦
和
会
場
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
第
６
集
会
室
）
／
川
越
会

場
（
丸
広
百
貨
店
川
越
店
８
階
バ

ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
）

主
催
・
問
合
せ　

（
公
社
）
埼
玉

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会　

☎
０
４

８
・
８
３
８
・
０
４
８
３

市
立
図
書
館

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

し
み
ん
農
園

仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

高
齢
者
の
方
が
安
心
し
て

暮
ら
す
た
め
の
相
談
会

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

相
　
談



広報  くき  2016（平成28年）.3�

 ●無　料　相　談手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手

交通事故発生状況　１月
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数

52 0 6 72 263

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　１月
建　物 0 急　病 379

車両・船舶 1 交　通 55
その他 2 その他 173
火災件数 3 救急件数 607

内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

３月10日㈭
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

３月28日㈪
９時30分～11時30分

鷲宮総合支所４階
会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58−1111（内線318）

４月20日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85−1111（内線215）

４月21日㈭
10時～15時

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53−1111（内線322）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

３月18日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３ 人権推進課男女共同参画係

（内線2322）４月１日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜
日、祝日にあたる場合は
翌日の平日から）

４月11日㈪
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

４月20日㈬
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

５月２日㈪
13時30分～16時30分

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国などの行政サービス
への意見・要望に関する
こと）

３月15日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第４会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
407会議室

３月15日㈫
13時30分～16時

公文書館２階
第３会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室

※�来室の際は、必ずお問い合わ
せください。

消費生活相談室　☎22−3925
※相談時間外のお問い合わせは、
　生活安全課市民生活・青少年係
　（内線2633）

特設消費生活相談 ３月22日㈫
10時～12時／13時～16時

栗橋総合支所２階
第４会議室

年金相談
【要予約】

３月16日㈬
９時～12時／13時～15時

鷲宮総合支所４階
控室

市民課（総合窓口）市民係
（内線2663）

生活困窮者自立支援相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
８時30分～17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）
※�緊急の場合を除き、来所の際
はお問い合わせください。

久喜市社会福祉協議会
☎23−2526

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22−1111（内線175）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

商工観光課まで
お問い合わせください。

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21−8596
くぷる　　☎55−1147
すまいる　☎59−7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21−8181
鷲宮児童館　　☎58−7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園  さくら☎21−0787／すみれ☎21−0120／ひまわり☎22−8246
※電話相談可  あおば☎22−2566／中央☎23−6030／中央分園☎21−7870〔 〕
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久喜・白岡休日夜間急患診療所
☎＆FAX 21－9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
受付時間
○�18時30分～21時30分…３月６日㈰・13日㈰・
20日㈰・27日㈰、４月３日㈰・10日㈰

○13時30分～16時30分、18時30分～21時30分
　３月21日㈷
診療時間　受付開始30分後�から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

●大人を対象とする救急電話相談� ♯7000　☎048－824－4199
　受付時間　毎日…18時30分～22時30分
●小児救急電話相談� ♯8000　☎048－833－7911
　受付時間　�月～土曜日…19時～翌朝７時／日曜日、祝日…７時～翌朝７時
●埼玉県救急医療情報センター
　（医療機関案内）� ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く
●埼玉県精神科救急情報センター
　（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内）� ☎048－723－8699

　受付時間　月～金曜日…17時～翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝８時30分

　市が実施している次の予防接種の接種期限が迫っています。
対象の方でまだ接種していない方は、早めに接種しましょう。

○麻しん風しん混合予防接種　第２期
対象　第２期　平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれ
接種費用　無料

○二種混合（破傷風･ジフテリア）予防接種
対象　11歳以上13歳未満の方
※接種の推奨年齢は小学６年生
接種費用　無料

○高齢者肺炎球菌
対象　今までに高齢者の肺炎球菌ワクチンを一度も接種した
ことのない方で、次の生年月日に該当される方（対象の方に
は平成27年４月に予診票を送付しています。）
①65歳：昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれの方
②70歳：昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれの方
③75歳：昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれの方
④80歳：昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれの方
⑤85歳：昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれの方
⑥90歳：大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれの方
⑦95歳：大正９年４月２日～大正10年４月１日生まれの方
⑧100歳：大正４年４月２日～大正５年４月１日生まれの方
接種費用　3,000円

※�いずれも接種回数は１回のみです。接種日時点で久喜市に
住民登録のある方が対象です。転入等により市の予診票を
お持ちでない場合や市外の医療機関で受ける場合は、お住
まいの地区の保健センターへご連絡ください。
※�接種を希望される場合は、事前に接種可能な医療機関へ予
約が必要です。医療機関についてもご不明な場合はお住ま
いの地区の保健センターへお問い合わせください。

問合せ　各保健センター（中央　☎21－5354／菖蒲　☎85－
7021／栗橋　☎52－5577／鷲宮　☎58－8521）

予防接種を受けましょう
～接種期限は３月31日㈭です～

助成対象者　接種時に久喜市に住所登録があり、次
に該当する方
・�埼玉県風しん抗体検査事業の結果、予防接種を勧
められた方
※�埼玉県の実施する抗体検査の結果以外での予防接
種をした方は対象外です。

助成金額　3,000円（１回限り）
※�予防接種費用は各医療機関によって異なりますの
で、接種する医療機関へお問い合わせください。
※�予防接種費用が助成金額未満の場合は、助成金額
は予防接種費用の額とします。

助成の対象となる接種
●接種日　平成27年４月１日から平成28年３月31日
までの接種
※�４月以降は、助成対象者や金額などが変わる可能
性があります。詳細が決まり次第、広報紙等でお
知らせします。

●使用ワクチン　「風しんワクチン（単独）」／「麻
しん風しん混合ワクチン（MR）」（どちらか一方）
申請受付期限　４月８日㈮まで（消印有効）
申請手続きの手順　
①�医療機関で予防接種を受け、接種費用を全額支払
い、接種内容（被接種者名・予防接種名・接種
日・支払金額・医療機関名）の分かるもの【領収
書等】を医療機関から受け取る。
②�【領収書等】と必要書類を各地区の保健センター
に提出。
※後日、助成金額を指定の口座に振り込みます。
　＜必要書類＞
　・�久喜市大人の風しん予防接種費用助成金申請書
　・�久喜市大人の風しん予防接種費用助成金請求書
　・�埼玉県風しん抗体検査申込書兼検査結果通知書

問合せ　各保健センター（中央　☎21－5354／菖
蒲　☎85－7021／栗橋　☎52－5577／鷲宮　☎58－
8521）

大人の風しん予防接種
費用の一部助成の接種期限は

３月31日㈭です！
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事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月15日㈫　受付：12時50分～13時45分 平成27年11月生まれ

１歳６か月児健康診査 ３月14日㈪　受付：12時50分～13時45分 平成26年９月生まれ

乳幼児健康相談 ３月22日㈫　受付：９時30分～11時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

不登校・ひきこもり家族�
のつどい

３月14日㈪　14時～16時
場所：中央公民館

登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる
家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

１歳６か月児健康診査 ３月23日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成26年７月～８月生まれ

乳幼児健康相談 ４月６日㈬　受付：13時30分～15時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 ３月11日㈮　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ３月15日㈫　受付：13時～13時30分 平成27年10月～11月生まれ

10か月児健康診査 ４月５日㈫　受付：13時～13時30分 平成27年６月生まれ

３歳児健康診査 ３月22日㈫　受付：13時～13時30分 平成24年10月～11月生まれ

乳幼児健康相談 ３月14日㈪、28日㈪　
受付：９時30分～11時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

ウオーキング体操 ４月７日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 ３月17日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

コアラ（障がいのある子�
どもの保護者のつどい） ３月25日㈮　10時～11時30分 心や身体にハンデのある子どもの保護者

わかちあいるーむ（精神
障がい者の家族のつどい） ３月17日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

10か月児健康診査 ３月11日㈮　受付：13時～13時45分 平成27年５月生まれ

１歳６か月児健康診査 ３月17日㈭　受付：13時～13時45分 平成26年８月生まれ

３歳児健康診査 ３月15日㈫　受付：13時～13時45分 平成24年11月生まれ

乳幼児健康相談 ３月10日㈭　受付：13時～14時

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚
士による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

手●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　３月10日㈭～４月９日㈯（３月１日～９日は広報くき２月１日号に掲載）



広報  くき  2016（平成28年）.3 �

こ
の
広
報
紙
は
₆
₁
₃
₀
₀
部
作
成
し
、
１
部
当
た
り
2₄
円（
う
ち
広
告
料
収
入
を
除
い
た
市
負
担
は
１
部
20
円
）で
す
。

この広報紙は再生紙を使用しています �

助
け
合
う
　
い
い
こ
と
あ
り
そ
う
　
い
い
笑
顔
　
清
久
小
学
校
５
年
　
砂す

な
か
わ川

　
蒼そ

う
た太

人
権
標
語

３
２
０
１
６

（
平
成
28年

）
広
報

N
o.143■

発
行
日
�平
成
2₈年

３
月
１
日（
毎
月
１
日・
15日

発
行
）/■

発
行
�久
喜
市
�■
編
集
�シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
/〒
346 -8501�埼

玉
県
久
喜
市
下
早
見
85 -3

TE
L�0480 -22 -1111（

内
線
5913）

FAX�0480 -22 -1118／
E
メ
ー
ル
�city-pro@

city.kuki.lg.jp

 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎ 0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－3319
 ■久喜市役所（第二庁舎）
　〒346-0024 北青柳1404-7 ☎ 0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－0300
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎ 0480－85－1111（代表）／■FAX   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎ 0480－53－1111（代表）／■FAX   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮₆丁目1-1 ☎ 0480－58－1111（代表）／■FAX   0480－58－2020

久喜市の人口
２月１日現在

（　）内は前月比

人　口 154,493人　（－34）
男　 77,208人　（－ 1）
女　 77,285人　（－33）
世帯数 63,549世帯（＋42）

場所　鷲宮総合支所駐車場、久喜市コミュニティ広場
内容　①アトラクションコーナー（郷土芸能、民踊、
歌謡曲、バンド）　②フリーマーケットコーナー（個
人、団体）　③食べ物味自慢コーナー（家庭料理、自
慢料理販売）　④遊チャレコーナー（遊び、チャレ
ンジ体験、各種軽スポーツ）　⑤企業・公共機関コー
ナー（企業や公共機関のノウハウ紹介）　⑥展示・環
境リサイクルコーナー（作品展示、写真、団体ＰＲ、
環境全般、リサイクル商品の展示・販売）
※その他のコーナーについてはご相談ください。
※運営委員（ボランティア）も募集しています。
対象　市内在住者（政治活動、宗教活動等の目的で

の参加は不可）
費用　①②1,000円　③④⑤⑥4,000円（テント使用料
負担金含む）　
申込期限　３月22日㈫　必着
申込方法　申込書（鷲宮地区の各公共施設で配布。
市ホームページからもダウンロード可）に必要事項を
明記の上、直接または郵送・ＦＡＸ・Ｅメールで、鷲
宮総合支所市民課（〒340−0295　所在地記入不要／
58−7019／Ｅメールwashinomiya-shimin@city.ku

ki.lg.jp）または鷲宮東・西各コミュニティセンターへ
問合せ　鷲宮地区コミュニティ祭り実行委員会事務
局（鷲宮総合支所市民課内／内線132）

第34回久喜市鷲宮地区コミュニティ祭り参加者募集５月15日（日）
10時～15時　開催

　久喜市内中学校代表が一堂に集まって各中学校のい
じめへの取り組みについて発表し、「いじめゼロ！新
たな創造への取組」というテーマで話し合い活動を深
め、共同宣言を行いました。
問合せ　指導課指導係（菖蒲総合支所内／内線345）

久喜市中学生サミット（連載第１回）

第３回「久喜市中学生サミット」を開催しました

　久喜中学校では、今後開催
される人権集会の中で、校内
で行った生徒提案の授業・サ
ミットについての報告を行う
予定です。今回のサミットでは、いじめについて深
く考え、見直していく良い機会となったと思いま
す。また、各校の代表生徒が意見をもち合い、協力

して共同宣言を作成するこ
とが出来ました。今後は、
久喜中生の意識を高め、生
徒会中心に多くの活動に
携わっていきたいと思いま
す。

久喜中学校

▲ いじめゼロをめざして
の授業

▲行動宣言

　いじめは、心身の健全な発達に重大な影響を及ぼしま
す。最近のいじめはスマートフォン、携帯電話やイン
ターネットの介在により、一層深刻な問題になっています。
私たちは、お互い認め合い、学び合い、助け合う絆を一層
深め、一人一人の夢が実現できる学校にしていく必要があ
ります。
　よって、次のことの実行に力を注ぎ、久喜市の中学校を
よくするために生徒会が中心となって生徒自らが考え、行
動することを誓います。
１ 以下のことを全11校で取り組みます。 
　⑴�今後も「いじめゼロ！」の積極的な取組を続けます。
　⑵�いじめゼロの宣言に署名し、掲示を行います。
　⑶��「いじめゼロ！」に向けての生徒主体の集会や授業を

行います。
　⑷�学校独自のスローガンを作り、掲示します。
２  「ケータイ・スマホを上手に使う久喜市のルール」を守り、

次の３点を実行します。
　⑴�大切なことは、相手に直接伝えます。
　⑵�相手の気持ちになって使用します。
　⑶�困ったら、すぐに信頼できる人に相談します。

平成27年８月18日　久喜市全中学校生徒会一同

第3回久喜市中学校サミット共同宣言

FAX


